
- 215 -

議事日程第５号

令和２年１２月７日（月）

第１ 議案訂正の件

第２ 議案上程（議案第１２１号から第１６０号まで及び報告第１０号）

議案説明、質疑、常任委員会付託

第３ 予算特別委員会付託

第４ 議案上程（議案第１６１号）

提案理由の説明（市長）、質疑

第５ 予算特別委員会付託

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ

出席議員（１７人）

１番 中 田 謙 三 ２番 笹 川 圭 光 ３番 畠 山 富 勝

４番 伊 藤 宗 就 ５番 鈴 木 元 章 ６番 佐々木 克 広

７番 船 木 正 博 ８番 佐 藤 巳次郎 ９番 小 松 穂 積

１０番 佐 藤 誠 １１番 中 田 敏 彦 １２番 進 藤 優 子

１３番 船 橋 金 弘 １４番 米 谷 勝 １５番 三 浦 利 通

１６番 安 田 健次郎 １７番 古 仲 清 尚

欠席議員（１人）

１８番 吉 田 清 孝

議会事務局職員出席者

事 務 局 長 岩 谷 一 徳

副 事 務 局 長 清 水 幸 子

局 長 補 佐 三 浦 大 作

主 席 主 査 吉 田 平



- 216 -

地方自治法第１２１条による出席者

市 長 菅 原 広 二 副 市 長 船 木 道 晴

教 育 長 栗 森 貢 監 査 委 員 鈴 木 誠

総 務 企 画 部 長 佐 藤 透 市 民 福 祉 部 長 山 田 政 信

観 光 文 化 ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 部 長 小 玉 博 文 産 業 建 設 部 長 柏 崎 潤 一

企 業 局 長 八 端 隆 公 企 画 政 策 課 長 伊 藤 徹

総 務 課 長 鈴 木 健 財 政 課 長 佐 藤 静 代

税 務 課 長 菅 原 章 福 祉 課 長 小澤田 一 志

生 活 環 境 課 長 畠 山 隆 之 観 光 課 長 三 浦 一 孝

男 鹿 ま る ご と 売 込 課 長 湊 智 志 農 林 水 産 課 長 畠 山 喜 美

病 院 事 務 局 長 田 村 力 会 計 管 理 者 平 塚 敦 子

教 育 総 務 課 長 太 田 穣 学 校 教 育 課 長 加賀谷 正 人

監 査 事 務 局 長 高 桑 淳 企業局管理課長 三 浦 幸 樹

上 下 水 道 課 長 小 野 肇 選 管 事 務 局 長 （総務課長併任）

農 委 事 務 局 長 （農林水産課長併任）



- 217 -

午前１０時００分 開 議

○副議長（小松穂積君） これより、本日の会議を開きます。

吉田清孝君から欠席の届け出があります。

○副議長（小松穂積君） 本日の議事は、議事日程第５号をもって進めます。

日程第１ 議案訂正の件

○副議長（小松穂積君） 日程第１、議案訂正の件を議題といたします。

訂正理由の説明を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 皆さん、おはようございます。

ただいま議題となりました議案訂正の件について、御説明を申し上げます。

このことについては、本定例会に提出しております議案第１５１号令和２年度男鹿

市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の条文に錯誤がございましたので、その

訂正をお願いするものであります。

訂正の内容としましては、補正予算書の１ページ、第１条中「保健事業勘定の歳入

歳出予算」を「歳入歳出予算」に訂正するというものであります。

以上、訂正理由について御説明を申し上げましたが、御承認を賜りますようお願い

申し上げます。

○副議長（小松穂積君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○副議長（小松穂積君） 質疑なしと認め、よって質疑を終結いたします。

これより本件について採決いたします。議案第１５１号について、訂正の申し出を

承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○副議長（小松穂積君） 御異議なしと認めます。よって、議案第１５１号の訂正は承

認されました。
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日程第２ 議案第１２１号から第１６０号まで及び報告第１０号を一括上程

○副議長（小松穂積君） 日程第２、議案第１２１号から第１６０号まで及び報告第１

０号を一括して議題といたします。

これより議案の説明を求めます。

はじめに、佐藤総務企画部長の説明を求めます。

【総務企画部長 佐藤透君 登壇】

○総務企画部長（佐藤透君） おはようございます。

それでは、私から総務企画部に係る議案について御説明いたします。

恐れ入りますが、令和２年１２月男鹿市議会定例会提出案件一覧表をお願いいたし

ます。

１ページの議案第１２１号から第１２３号まで、議案第１２６号から１２９号ま

で、３ページの議案第１４９号の各議案について御説明をいたします。

恐れ入りますが、議案書の９ページをお願いいたします。

最初に、議案第１２１号男鹿市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例についてであります。

本議案は、非常勤職員の育児休業に関し、育児休業をすることができる期間など必

要な事項を定めるため、本条例の一部を改正するものであります。

次のページをお願いします。

表は、改正前、改正後の新旧対照表でありますが、第１条は、上位法で適用となる

各条項を削除し、単に「育児休業法に基づく」として条文を整理したものでありま

す。

第２条では、育児休業をすることができない職員を定めるもので、３号で規定する

職員以外は育児休業ができないものであります。

次のページをお願いします。

第２条の３では、育児休業をすることができる期間について定めるもので、１号で

は原則１年を、２号では１年２カ月までを、次のページの３号では１年６カ月まで取

得できる規定を定めるものであります。

１３ページをお願いします。

第２条の４では、１歳６カ月を超え、２歳まで取得できる規定を定めるものであり
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ます。

次のページをお願いします。

第３条では、１人の子につき１回に限られる育児休業について、再度認められる特

別な事情について、７号、８号に規定するものであります。

第１４条では、育児短時間勤務職員がその承認が執行または取消しとなった場合

に、引き続き短時間勤務できるやむを得ない事情を定めるものであります。

第１５条では、職員への通知方法について定めるものであります。

次のページをお願いします。

第１６条では、このたびの改正に伴う読替規定について定めるものであります。

次のページをお願いします。

第１７条では、育児短時間勤務に伴う短時間勤務職員の任用に係る任期の更新につ

いて、第１８条では、短時間勤務職員についての一般職給与条例の特例について定め

るものであります。

次のページをお願いします。

第１９条では、部分休業をすることができない職員について、第２０条では、部分

休業の承認について定めるものであります。

次のページをお願いします。

附則として、施行期日を公布の日からとするものであります。

次のページをお願いします。

次に、議案第１２２号男鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてで

あります。

本議案は、地方税法施行令の一部を改正する政令が９月４日に公布され、令和３年

１月１日から施行されることに伴い、国民健康保険税の減額に係る所得の基準につい

て、基礎控除相当分の基準額を引き上げるなど所要の改正を行うため、本条例の一部

を改正するものであります。

次のページをお願いします。

表は、改正前、改正後の新旧対照表でありますが、第２３条の国民健康保険税の減

額に係る所得の基準について、基礎控除相当分の基準額を「３３万円」から１０万円

引き上げて「４３万円」とするとともに、被保険者のうち一定の給与所得者と公的年
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金等の支給を受ける者の数の合計から１を減じた数に１０万円を乗じて得た金額も加

えるため、１号から次のページの３号まで改正するものであります。

恐れ入りますが、２２ページをお願いします。

表中の附則の第６項は、改正に伴い文言の整理をするものであります。

附則の第１項は、施行期日を令和３年１月１日とするもので、附則の第２項は、令

和２年度分については従前の例によるとするものであります。

次のページをお願いします。

次に、議案第１２３号男鹿市消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例に

ついてであります。

本議案は、消防団員の処遇改善を目的として、平成１７年の新市発足以来見直しが

されていなかった消防団員の費用弁償を引き上げるため、本条例の一部を改正するも

のであります。

次のページをお願いします。

表は、改正前、改正後の新旧対照表でありますが、現在の費用弁償額の「２，００

０円」を１，０００円引き上げ「３，０００円｣とするものであります。

附則の第１項は、施行期日を令和３年４月１日からとするもので、附則の第２項で

は、適用を施行日以後に従事した場合として、施行日前については従前の例によると

したものであります。

恐れ入りますが、３５ページをお願いします。

次に、議案第１２６号男鹿市総合計画についてであります。

本議案は、令和３年度から令和７年度までを計画期間とする男鹿市総合計画を定め

るものであります。

恐れ入りますが、別紙の男鹿市総合計画をお願いいたします。

それでは、男鹿市総合計画について御説明いたします。

「男鹿市総合計画」というタイトルが固いイメージがあるということから、市民が

親しみやすいように「なまはげの里 夢への挑戦」とサブタイトルをつけておりま

す。

表紙をめくっていただき、見開きの左のページは目次となっております。第１章の

「計画の策定の趣旨」から第７章の「男鹿市５年後の目標」までの７章の構成として
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おります。

１ページをお願いします。

第２章「計画の構成と期間」では、基本構想と基本計画の二段構成となっていたと

ころを、計画期間を令和３年度から令和７年度までの５年間を本計画とする一連の計

画としております。

次のページ、２ページをお願いします。

第３章「本市の特性と課題」について、４ページまで記載しております。

５ページをお願いします。

第４章第２節「都市像」では、基本構想の都市像「教育、観光、環境が豊かな文化

都市」を目指し、今後５年間で取り組む都市像を「健康、教育、環境でみんなが夢を

実現できるまち」としております。

第５章「まちづくりの基本目標」につきましては、次の６ページまで９つの大項目

に分けて記載しております。

７ページをお願いします。

第６章「まちづくり基本計画」であります。

１の「産業の振興」から９の「人口減少対策」まで、９つの項目に分けて記載して

おります。

大項目の次に、その項目における基本方針を記載し、各項目の次には、施策の基本

的な方向性を記載してあります。全編を通して、策定年度の平成２７年度から５年が

経過したことや、新たに新型コロナウイルス感染症に関することなどが増えたため、

現状と課題の部分を含め、現時点での状況に合わせた修正をしております。

見直した主な基本施策について御説明いたします。

９ページをお願いします。

（３）「園芸品目の生産拡大」に、④として「菊の園芸メガ団地の取組」について

加えております。

１２ページをお願いします。

２「観光の振興」では、複合観光施設の整備が完了したことと、ＤＭＯが登録法人

になったことを受け、１３ページの基本施策の順番を入れ替え、１を「観光地域づく

り法人と一体となった観光産業の振興」とし、２はそのまま「観光誘客宣伝・受け入
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れ態勢の整備」とし、次のページをお願いします。３を「観光拠点等の整備」とした

ものであります。

１６ページをお願いします。

商業では、基本施策１「中心市街地の活性化」の①を、オガーレの開業と男鹿駅周

辺整備事業の進捗に伴う修正をした上で、「新規起業者支援」を加え、２「商業環境

の整備と小規模店舗の経営近代化の促進」の①には、「小規模店舗の事業継続促進」

を加えております。

１９ページをお願いします。

基本施策１「船川港の整備促進」の（１）「港湾関係団体との連携による港湾機能

の促進整備」の①に、「洋上風力発電事業に関する産業の集積」を加えております。

２７ページをお願いします。

基本施策１「公共下水道」から「秋田湾雄物川流域下水道事業の促進と事業認可区

域の拡大」の項目を削り、２項目としております。

３９ページをお願いします。

大項目の４「地域共生と福祉の増進」は、タイトルを「高齢者等の保健及び福祉の

増進」から改めたもので、１「地域福祉の増進」も、タイトルを「地域共生と福祉の

増進」から改めたものであります。

４２ページをお願いします。

２「社会福祉の増進等」の障がい者福祉、障がい児福祉は、項目名に「障がい児福

祉」を加えたものであります。

次のページをお願いします。

項目の「母子父子福祉」では、基本施策に「児童虐待防止とＤＶ対策に取り組む」

ことを加えております。

５０ページをお願いします。

２「学校教育環境の整備」では、基本施策①に「小・中学校再編による施設の新

築、建て替え」を加え、②には「良好な学習環境の確保」を加えております。

５２ページをお願いします。

３「学習環境の整備」では、②から「市民文化会館の指定管理者制度への移行」を

削り、③として「将来的な図書館整備の検討」を加えております。
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６０ページをお願いします。

子育て環境の整備では、基本施策１「保育の充実」に、③として「施設の再編整備

について」を加えております。

次のページをお願いします。

２「移住・定住対策」では、基本施策１「移住の促進」、（１）「取組体制強化と総

合的な移住情報の発信」の①に「地域おこし協力隊の任用」を、③に「移住体験機関

の提供と関係人口の拡大」を加えております。

６４ページをお願いします。

５「行財政の効果的・効率的な運営」では、基本施策２「財政の健全化と事務の効

率化」の③に、「個々の行政手続やサービスが一貫してデジタルで完結するととも

に、複数の手続、サービスのワンストップ化の推進」を加えております。

６５ページをお願いします。

現行の男鹿市総合計画の男鹿市１０年後のビジョンとして基本構想部分に記載して

いたものを、その進捗状況を踏まえて修正し、第７章として、令和３年度から令和７

年度までの男鹿市５年後の目標として６７ページまで掲載してあります。

男鹿市総合計画については以上であります。

恐れ入りますが、議案書の３６ページにお戻り願います。

次に、議案第１２７号若美南部地区運動広場の指定管理者の指定についてでありま

す。

管理を行わせる公の施設の名称は、若美南部地区運動広場で、指定管理者となる団

体の名称は、男鹿市払戸字小深見８９番地、小深見町内会会長木元克也であります。

指定の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までとするものでありま

す。

次のページをお願いします。

次に、議案第１２８号福川地区運動広場の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、福川地区運動広場で、指定管理者となる団体の

名称は、男鹿市福川字福川２５番地、福川町内会会長吉田重繁であります。でありま

す。指定の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までとするものであり

ます。
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次のページをお願いします。

次に、議案第１２９号若美中山間地域活性化施設の指定管理者の指定についてであ

ります。

管理を行わせる公の施設の名称は、若美中山間地域活性化施設で、指定管理者とな

る団体の名称は、男鹿市野石字申川１０７番地、申川町内会会長石川義春でありま

す。指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年３月３１日までとするものであり

ます。

恐れ入りますが、６１ページをお願いします。

次に、議案第１４９号秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更についてでありま

す。

本議案は、秋田県市町村総合事務組合の構成団体が名称を変更することに伴い、秋

田県市町村総合事務組合規約を変更する必要があるため、同組合規約の変更について

関係地方公共団体と協議する必要が生じたため、議会の議決を求めるものでありま

す。

次のページをお願いします。

変更となる団体は、「能代市山本郡養護老人ホーム組合」が「三種八峰養護老人

ホーム組合」となるものであります。

附則として、この規約は知事の許可を受け、令和３年４月１日から施行するもので

あります。

以上をもちまして各議案の説明を終わらせていただきますが、御可決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

○副議長（小松穂積君） 次に、山田市民福祉部長の説明を求めます。

【市民福祉部長 山田政信君 登壇】

○市民福祉部長（山田政信君） 私からは、市民福祉部に係る議案第１３０号から第１

３２号の指定管理者の指定３件について補足説明させていただきます。

恐れ入りますが、議案書の３９ページをお願いいたします。

初めに、議案第１３０号男鹿市北部デイサービスセンターの指定管理者の指定につ

いてであります。

本議案は、男鹿市北部デイサービスセンターの指定管理期間が令和３年３月３１日
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をもって終了することに伴い、指定管理期間を令和３年４月１日から令和７年３月３

１日の５年間とし、現在の指定管理者である社会福祉法人男鹿市社会福祉協議会を指

定管理者として指定したいとするものであります。あ、申しわけありません。令和８

年３月３１日でございます。

次のページをお願いいたします。

次に、議案第１３１号男鹿市北部在宅介護支援センターの指定管理者の指定につい

てであります。

本議案は、北部デイサービスセンター内に設置されている男鹿市北部在宅介護支援

センターについて、北部デイサービスセンターと同様に、現在の指定管理者である社

会福祉法人男鹿市社会福祉協議会を指定管理者として指定したいとするものでありま

す。

次のページをお願いいたします。

次に、議案第１３２号男鹿市斎場の指定管理者の指定についてであります。

本議案は、男鹿市斎場の指定管理期間が令和３年３月３１日をもって終了すること

に伴い、指定管理者の公募を１０月１日から１０月３０日の期間で行った結果、現在

の指定管理者である公益社団法人男鹿市シルバー人材センター、一事業者の応募があ

り、１１月９日の男鹿市公の施設に関わる指定管理者選定委員会において候補者とし

て選定し、指定管理者として指定したいとするものであります。

以上で補足説明を終わりますが、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。

○副議長（小松穂積君） 次に、小玉観光文化スポーツ部長の説明を求めます。

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） 私からは、観光文化スポーツ関係の議案とし

て、議案第１２４号男鹿市商工業振興促進条例の一部を改正する条例について及び議

案第１２５号男鹿市男鹿駅周辺広場条例の制定について並びに議案第１３３号から議

案第１３９号までの東部所管施設の指定管理者の指定に係る議案７件、計９件につい

て御説明申し上げます。

恐れ入りますが、議案書の２５ページをお願いいたします。

まず、議案第１２４号男鹿市商工業振興促進条例の一部を改正する条例についてで

あります。



- 226 -

本議案は、工場等の新増設の促進を図り、本市産業経済の振興に資することを目的

に、奨励措置の対象となる工場等の新増設の工事着手期限を延長するため、本条例の

一部を改正するものであります。

２６ページをお願いします。

本改正条例の新旧対照表でありますが、改正箇所は表中の下線が引かれた部分であ

ります。

改正前は、奨励措置の対象となる工場等の新設または増設の工事に着手する期限が

平成３３年、来年の３月３１日としておりますが、これを男鹿市総合計画の計画期間

に準じ、令和８年３月３１日までの５年間延長するものであります。

次に、２７ページをお願いします。

議案第１２５号男鹿市男鹿駅周辺広場条例の制定についてであります。

本議案は、現在整備を進めております男鹿駅周辺を、人々が集い、交流する場とし

て広く市民に供するとともに、新たな事業展開を目指す者等を支援することにより、

地域経済の発展及び新たな活力の創出を図るため、本条例を制定するものでありま

す。

２８ページをお願いします。

第１条は、設置目的を規定しており、先ほど御説明しました内容を目的に、この広

場を設置するものであります。

第２条は、名称及び位置についてでありますが、名称は男鹿駅周辺広場、位置は表

に記載のとおりであります。

第３条は、駅周辺広場を構成する施設についてであります。広場は（１）から

（９）の施設により構成することとしております。主な施設でありますが、（１）の

商工業チャレンジ施設１は、旧バーベキューストレージの建物。（２）の商工業チャ

レンジ施設２は、旧男鹿駅駅舎建物でありますが、これらは一定のレベルアップを

図った者が新たな事業展開を行っていく場と想定しております。また、（３）のチャ

レンジ広場は、これから事業を志す者に給排水及び電気設備を備えるテントを無償で

貸与し、大いにチャレンジしていただく場と想定しております。（４）の芝生わんぱ

く広場は、複合遊具を備える、市民の憩いの場、子どもの遊び場として、（７）芝生

わんぱく広場駐車場は、新たに購入した民有地部分を整備するもので、芝生わんぱく
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広場の利用者等のためのものであります。

第４条は、休業日についてであります。休業日は設けないこととしておりますが、

市長が必要と認めたときは設けることができるものとしております。

２９ページをお願いします。

第５条は、広場における禁止行為についてであります。禁止行為として、公序良俗

に反する行為や施設の損傷、通行妨害などを列挙しております。

第６条は、広場での占用についてであります。事業者等が電柱や水道管等の設備な

どを設置する場合に、市長の許可を受ける必要があること等を規定するものでありま

す。

第７条は、使用の許可についてであります。第１項では、商工業チャレンジ施設１

及び２並びに営利を目的に物品の販売等で広場を使用する場合について、続きまして

３０ページをお開き願いますが、第２項では、集会、募金等、その他これらに類する

行為等で広場を使用する場合について、あらかじめ市長の許可を受ける必要があるこ

と等を規定するものであります。

第８条は、使用許可の制限についてであります。使用者が条例や使用許可に違反し

た場合など、使用の許可の取消し・中止または使用の制限をすることができること等

を規定するものであります。

３１ページをお願いします。

第９条は、使用料または占用料についてであります。第１項では、第７条第１項の

使用の許可を受けた者は、別表に定める額を上限として規則で定める使用料を納付す

ることを規定するものであります。

恐れ入りますが、３４ページをお願いいたします。

ページの下段に別表を掲載しておりますが、商工業チャレンジ施設１及び２につい

ての一月当たりの使用料の上限は、表に記載のとおりとするものであります。この額

は、男鹿市行政財産使用料徴収条例における建物使用料の算定式に基づき算出した額

をもとに設定しているものであります。また、上記区分以外の営利を目的に行う物品

の販売またはサービスの提供の場合については、１日当たりの売上げ金額に１００分

の３０を乗じて得た額を上限としておりますが、これは近接する公の施設である道の

駅おがと同様の内容にするものであります。
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恐れ入りますが、３１ページをお願いします。

次に、第９条第３項でありますが、第６条第１項の占用許可を受けた者は、男鹿市

道路占用料徴収条例に基づく占用料を納付することについて規定するものでありま

す。

第１０条及び第１１条は、使用料または占用料の減免及びこれらの不還付について

規定するものであります。

第１２条は、使用許可または占用許可を受けた者の目的外使用の禁止のほか、権利

の譲渡や転貸を禁止することを規定するものであります。

第１３条は、使用許可または占用許可を受けた者が使用を終了したとき、あるいは

許可を取り消されるなどの場合において、施設を現状回復及び返還すること等につい

て規定するものであります。

３２ページをお願いします。

第１４条は、広場の施設等を損傷滅失した場合における損害賠償の義務について規

定するものであります。

第１５条は、この広場の管理を指定管理者により管理することができることを規定

するものでありますが、これに関連して、第１６条は指定管理者の管理の基準を、第

１７条は指定管理者が行う業務の範囲を規定するものであります。

３３ページをお願いします。

第１８条は、第１項で、広場の利用に係る料金を指定管理者の収入として収受させ

ることができることを、第２項は、利用料金の額は、先ほど御覧いただいた別表に掲

げる額の範囲内で指定管理者があらかじめ市長の承認を得て定めること等について規

定するものであります。

第１９条は、指定管理者は特に必要と認める場合について、あらかじめ市長の承認

を受けて定めるところにより利用料金を減額または免除することができることを規定

するものであります。

第２０条は、利用料金の不還付について規定するものであります。

第２１条は、指定管理者の指定を取り消した場合や管理業務の停止を命じたことに

より指定管理者による管理が行えない場合に、一定期間、市長が広場の管理を行うこ

とを規定するものであります。
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３４ページをお願いします。

第２２条は、条例で定めるもののほか、必要な事項は規則で定めることとしたもの

であります。

次に、附則の第１項は、施行期日を公布の日から起算して１年を超えない範囲内に

おいて規則で定める日とするものでありますが、第２項の準備行為にありますとお

り、指定管理者の指定及びこれに関して必要な手続その他の行為については、この条

例の施行前にも行うことができることとし、これについては条例の公布の日から施行

するものであります。

男鹿市男鹿駅周辺広場条例の制定については以上であります。

続きまして、４２ページをお願いします。

議案第１３３号温浴ランドおがの指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、温浴ランドおがで、指定管理者となる団体の名

称は、男鹿市北浦北浦字平岱山１番地、株式会社おが地域振興公社、代表取締役社長

佐々木誠であります。指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年３月３１日まで

とするものであります。

４３ページをお願いします。

議案第１３４号夕陽温泉ＷＡＯ及び若美かんぼの里コテージ村の指定管理者の指定

についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、夕陽温泉ＷＡＯ及び若美かんぼの里コテージ村

で、指定管理者となる団体の名称は、男鹿市北浦北浦字平岱山１番地、株式会社おが

地域振興公社、代表取締役社長佐々木誠であります。指定の期間は、令和３年４月１

日から令和６年３月３１日までとするものであります。

４５ページをお願いいたします。

議案第１３５号インフォメーションセンターわかみの指定管理者の指定についてで

あります。

管理を行わせる公の施設の名称は、インフォメーションセンターわかみで、指定管

理者となる団体の名称は、男鹿市船川港船川字泉台６６番地１、一般社団法人男鹿市

観光協会、会長武内信彦であります。指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年

３月３１日までとするものであります。



- 230 -

４６ページをお願いいたします。

議案第１３６号なまはげ館の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、なまはげ館で、指定管理者となる団体の名称

は、男鹿市北浦北浦字平岱山１番地、株式会社おが地域振興公社、代表取締役社長

佐々木誠であります。指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年３月３１日まで

とするものであります。

４７ページをお願いします。

議案第１３７号サンワーク男鹿及び男鹿市トレーニングセンターの指定管理者の指

定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、サンワーク男鹿及び男鹿市トレーニングセン

ターで、指定管理者となる団体の名称は、男鹿市船川港金川字姫ケ沢１５２番地２、

公益社団法人男鹿市シルバー人材センター、理事長小野忠儀であります。指定の期間

は、令和３年４月１日から令和６年３月３１日までとするものであります。

４９ページをお願いします。

議案第１３８号男鹿市シルバーワークプラザの指定管理者の指定についてでありま

す。

管理を行わせる公の施設の名称は、男鹿市シルバーワークプラザで、指定管理者と

なる団体の名称は、男鹿市船川港金川字姫ケ沢１５２番地２、公益社団法人男鹿市シ

ルバー人材センター、理事長小野忠儀であります。指定の期間は、令和３年４月１日

から令和６年３月３１日までとするものであります。

５０ページをお願いします。

議案第１３９号男鹿市体育施設等の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設は、男鹿市総合運動公園の施設として１番の総合運動公園

から７番のテニスコートまでの７施設、若美中央公園の施設として８番の若美総合体

育館から１１番の若美スキー場までの４施設のほか、１２番の若美球場、１３番及び

１４番の男鹿市Ｂ&Ｇ海洋センターの体育館及びプール、１５番及び１６番の金川近

隣公園の健康の広場及び市民プールの合計１６施設であります。指定管理者となる団

体の名称は、男鹿市船川港比詰字大沢田３０４番地、男鹿市体協・正和会・むつみＪ

Ｖ、大森勝美であります。指定の期間は、令和３年４月１日から令和６年３月３１日
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までとするものであります。

以上で説明を終わらせていただきますが、よろしく御審議の上、御可決賜りますよ

うお願いします。

○副議長（小松穂積君） 次に、柏崎産業建設部長の説明を求めます。

【産業建設部長 柏崎潤一君 登壇】

○産業建設部長（柏崎潤一君） 私からは、産業建設部に関わります議案第１４０号か

ら議案第１４８号までの９件の指定管理者の指定について補足説明申し上げます。

恐れ入りますが、議案書５２ページをお願いいたします。

議案第１４０号男鹿市農村婦人の家の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、男鹿市農村婦人の家、指定管理者となる団体の

名称は、男鹿市脇本脇本字稲荷下３番地２、脇本郷財産管理委員会、会長小玉隆司で

あります。指定の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日まででありま

す。

次のページをお願いいたします。

議案第１４１号男鹿市農林水産物直売所の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、男鹿市農林水産物直売所であります。指定管理

者となる団体の名称は、男鹿市北浦真山字白根坂台１５０番地１、男鹿市なまはげ直

売所運営協議会、会長小林妙子であります。指定の期間は、令和３年４月１日から令

和８年３月３１日までであります。

次のページをお願いいたします。

議案第１４２号福米沢地区農村公園の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、福米沢地区農村公園、指定管理者となる団体の

名称は、男鹿市福米沢字福米９番地、福米沢町内会、会長佐藤正基であります。指定

の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までであります。

次のページをお願いいたします。

議案第１４３号野石地区農村公園の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、野石地区農村公園、指定管理者となる団体の名

称は、男鹿市野石字水上台３９番地１、野石町内会、会長蓬田司であります。指定の

期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までであります。
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次のページをお願いいたします。

議案第１４４号福野地区農村公園の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、福野地区農村公園、指定管理者となる団体の名

称は、男鹿市野石字上李台５番地３、福野町内会、会長佐藤政信であります。指定の

期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までであります。

次のページをお願いいたします。

議案第１４５号申川地区農村公園の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、申川地区農村公園、指定管理者となる団体の名

称は、男鹿市野石字申川１０７番地、申川町内会、会長石川義春であります。指定の

期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までであります。

次のページをお願いいたします。

議案第１４６号八ツ面地区農村公園の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、八ツ面地区農村公園、指定管理者となる団体の

名称は、男鹿市野石字西下八ツ面５３番地１、八ツ面町内会、会長佐藤正樹でありま

す。指定の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までであります。

次のページをお願いいたします。

議案第１４７号平岱山牧野の指定管理者の指定についてであります。

管理を行わせる公の施設の名称は、平岱山牧野、指定管理者となる団体の名称は、

男鹿市北浦西水口字大坂下１６番地、男鹿市北部草地利用組合、組合長薄田信廣であ

ります。指定の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までであります。

次のページをお願いいたします。

議案第１４８号館沼牧野及び館沼第２牧野の指定管理者の指定についてでありま

す。

管理を行わせる公の施設の名称は、館沼牧野及び館沼第２牧野、指定管理者となる

団体の名称は、男鹿市北浦西水口字橇坂５１番地、西水口郷中、会長登藤善昭であり

ます。指定の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までであります。

以上をもちまして当部に関わる補足説明を終わらせていただきますが、御可決賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○副議長（小松穂積君） これより議案に対する質疑に入ります。
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質疑の通告がありますので、順次発言を許します。

７番船木正博君の発言を許します。７番

○７番（船木正博君） おはようございます。

それでは、質問させていただきます。

議案第１２４号男鹿市商工業振興促進条例の一部を改正する条例についてお伺いし

ます。

まず一つ目は、条例第１条に「便宜の供与及び必要な奨励措置を行い」とあります

が、具体的にはどんな内容か、その利率や補助額も含めてお知らせ願います。

それと、二つ目ですけれども、今までと同じ内容で延長するだけでいいのかという

ことね。まあ実情に合ったように訂正したり、つけ加えたりするようなことはなかっ

たのかどうか。その辺のところ。

あと、三つ目に、他市と比較した場合、どんな状況なのか。まあ他市町村と比較し

た場合、条件的にね、いいのか悪いのかっていうか、見劣りするのか、その辺のとこ

ろをよく点検した上で延長するのかということですね。

あと、今までの実績はどうだったのかと、誘致活動内容も含めてお知らせ願えれば

ありがたい。工場の新設、それから増設ですね、その辺のところと、あと、どんな誘

致活動をしていたのかというその状況もお知らせ願います。

で、五つ目ですけども、そして今後の見通しですね。まあ企業新設、あるいは増設

の見込みがあるのかどうか、その辺のところをまずお聞きしたいと思います。よろし

くお願いします。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えいたします。

まず第１点目の、その条例の第１条の奨励措置についてであります。

そもそもこの条例でございますけども、男鹿市への工場の新設・増設を通じて、地

域経済の活性化、雇用の創出を図るというものでございます。そのため、奨励措置と

いいますのは、そういった大型の工場等をですね増設していただけるような方に魅力

的な内容にする必要があるということで考えておりました。

今回この対象となる条件でございますけども、まず投下固定資産額が２，３００万
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円を超えるものということでございます。それから、新設・増設に伴いまして、新た

に雇用した常勤の従業員のうちでですね市内に居住する者、これが５人以上であるこ

とと、こういう二つの大きな要件がございます。これらをクリアして市内に工場等を

増設していただいた場合に、まず施設整備補助金ということで、固定資産の取得価格

に１００分の３０を乗じた額、あるいは３，０００万円のいずれか低い額、まあこれ

を交付しております。

それから、二つ目でございますけども、その市内のですね雇用創出が図られたとき

に雇用奨励金を交付しておりまして、年間１人当たり２０万円、それを３年間交付す

ることとしております。

それから、三つ目でございますが、この奨励措置の対象となった工場等に係る固定

資産税の課税免除を３年間行うというものでございます。

以上、こういうふうな三つの制度ということで運用させていただいております。

それで、今までと同じ内容で延長するだけなのかということでございますけども、

それは３番目の御質問、ほかの市町村の比較ということも含めてあわせてお答えさせ

ていただきますが、他の市、まあ県内に１３市ございますが、その制度との比較にお

いて、まず中位的な位置にこの制度あるのかなというふうに捉えてます。先ほどの投

下固定資産への補助、それから雇用への補助、それから固定資産税の免除、いずれも

１３市中、６番地から７番目の水準ということで捉えていただきたいと思います。隣

接の潟上市とですね遜色ない内容ということで捉えております。

こうしたことを踏まえまして、今現在、この条件について、優遇制度についてです

ね変更する予定はございません。

それから、今までの実績でございます。

この奨励措置で認定をしたのがですね、過去１３事業所ございます。１３事業者に

対して、それぞれの奨励措置に基づく支援を行っておりますが、ただし先ほどの固定

資産に対するですね補助金ですけども、これができたのが平成２９年度ということに

なってまして、この補助金につきましては、株式会社みちのくジャパン、これは男鹿

リゾートホテルきららかへの支援でございますけども、その１件だけでございます。

それから、今後の見通しについてでございますけども、令和元年度から、男鹿市で

は企業立地事務所に職員、県のですね東京にある企業立地事務所に職員を派遣してお
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りまして、企業誘致活動を進めているところでございます。それまでのところはトッ

プセールスとかですね、まあ企業への情報提供などで対応してきたところでございま

すけども、令和元年度からはそういったところで対策を強化しております。

そういった中で、今現在ですけども、まあ数社からですねいろいろ引き合いがござ

いまして、何とかこういった支援措置を御利用いただきながら、何とか工場等の増設

に、新設・増設につなげていきたいと考えております。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） 再質疑ありませんか。船木議員

○７番（船木正博君） どうもありがとうございました。私も、この企業誘致に関して

は何度かこう一般質問でもして、大体のところは把握しておりますけども、前回質問

したときの大体内容が同じと思うんですけども、まあその辺のところでいろいろこう

頑張っていただいて、幾らかこう対象の企業もあったということで、それはよかった

と思います。やっぱり新設企業によっては、やっぱり何ていう、その土地を含めて

処々の条件とかね、そういうところのが魅力がないとなかなかこう進出してもらえな

いということもありますので、そういうところもしっかり検証した上でやったと思い

ますから、その辺のところ、まだまだこれから、まあ変えるべきありましたら次回に

でもね考えておいてもらえればありがたいと、そういうふうに思います。

あと、いろいろ実績等聞いたわけですけども、条件とかね、それはまあ大体こちら

も把握しておりますけども、一つの例を挙げますと、一昨年あたりかな、男鹿市から

出ていった企業があるわけですよね。そういうことも大変もったいないなと。一つの

例を挙げますと、まあ一昨年あたりですけども、昭和６１年頃から男鹿市、まあ船越

ですけども、企業やっていた企業がありまして、それが増設するということで土地を

探してたけど、まあいい土地が見当たらない。で、いい条件もないというところで、

潟上市の方にね船越から移転していったと、そういうことがありましたので、まあこ

れは何でこう食い止められなかったのかとね、男鹿市としては大変大きな痛手ではな

かったかと。どうして行ったのかね、その経緯をちょっとお知らせ願えればありがた

いと。男鹿市でも、まあいろいろやったことは、手をこまねいていたわけではないで

しょうけども、それともまあ対応した条件等が合わなくてとか土地がなかったとか、

そういうふうなところがどういうふうな条件で駄目になったのか、企業と男鹿市との
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そのやりとり、その実態をちょっと説明していただきたいと思います。

あと、先日ね魁新聞にも載ってましたけども、能代市と北秋田市の誘致のね事例が

載ってましたけども、まあ県北の方面では特に大館とかがよい実績を挙げておりま

す。まあ潟上市も結構頑張ってやっておりますけども、県内でね、そのやっぱり企業

誘致が増えているという、大体こう何か今増えているような感じがします、私はね。

そういった場合に、やっぱり工業団地持ってるところがやっぱり、そういう自治体が

強みがあるんではないかなと、そういうふうに思いますので、企業誘致する場合、や

はりこの工業団地が有利に働くと思うので、男鹿市では今後そういう、何ていうか、

考え、あるいは工業団地の造成だけではなくてね、企業誘致のために土地をあっせん

するなどのそういうふうな手法は考えられないのかと。その辺のところ、もう一度お

願いいたします。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えいたします。

まず１点目の過去に企業が撤退したというところの経緯でございますけども、市の

方にもですね、こういった企業の造成に、まあ拡張に係るですね情報というのは入っ

ておりました。そういった中で、用地に係る情報提供、まあそのちょうど出ていった

年ですけども、その年度にはいろいろ情報提供して、こういう土地もございますよと

いう情報提供もさせていただいておりました。また一方でですね、やはり潟上市、そ

の当時のですね潟上市の支援措置の条件がよかったというところもあります。そう

いったところで、平成２９年の９月に条例をですね、これを支援措置を拡充するとい

うことで大幅に拡充したというところがございます。しかしながら、ちょっと残念な

がらですね、そのときにはですね、もう決まってしまったと、潟上市への移転が決

まってしまったということになっております。ひとつですねやはり決め手になったの

は、やはり条件の、土地の条件のよさということで、インターチェンジから、要する

に高速道路からの立地条件が非常にいいということでございます。で、この企業の場

合は電子部品の製造・加工ということで行ってまして、自動車関係のですね部品など

もつくっておりました。それで横手とかですね、そっちの方でも大幅に工場等、今集

積が進んでまして、まあそういったところを踏まえて、そのインターチェンジ付近と
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いうところがまず１カ所所望されてたというところもございます。あともう一つ、や

はり潮風の問題というのもひとつあったのかなということで整理されております。

いずれにしましてもですね、ちょっと確かに議員御指摘のとおり非常に残念な結果

になってしまったということでですね、まあこれからはこういうお話があったときに

はですね、できるだけ企業と真摯に向き合って話合いを重ねながらですね、できるだ

け本市においてそういった拡張計画の実践が行われるようにしてまいりたいと考えて

おります。

それから、工業団地の話でございますけども、当市では今のところ工業団地を整備

する予定はございません。しかしながら、今現在空き地、それから活用されてない建

物、そういったものがたくさんございますので、そういったものを今、情報をですね

どんどんどんどん企業さんに提供するということで、今整備を進めているところであ

ります。そういったものをですね企業立地事務所の担当を通じて、まあ大手企業さん

なりですね、そういったところに先ほどの支援措置と合わせて情報提供を進めてまい

りたいと考えております。

○副議長（小松穂積君） さらに質疑ありませんか。７番

○７番（船木正博君） ありがとうございました。その出ていった、まあ立地条件もあ

りますからね。条件等のこともあります、立地条件もありますので、まあできるだけ

頑張ったけど駄目だった、話合いだと思います。で、その中でね、やっぱり男鹿市の

従業員もたくさん、まあ何人かいたと思うんですけども、やっぱりこう距離が遠く

なったという分、何かしらのね従業員の皆さんにも影響があったと思いますので、そ

の辺、何かもし知ってたら教えていただきたいと思います。

まあこの場合に限らず、やっぱり企業誘致、やっぱりまあ今まで本当に厳しいとい

う観点は皆さん持ってると思いますので、そういう厳しい厳しいとそういう心があっ

ても、なかなかこう企業誘致にかける、何ていうか、まあ意気込みがいまいちないの

かなというそういうふうな感じも受けられないでもないんですけどね、その辺のとこ

ろが不安になりますので、そういうことのないようにね、こういうふうな経験もっと

踏まえて力強く取り組んでいただきたいと思います。ただ、条件延長することではな

くてね、何とかこう実績をつくってね、こう絵に描いた餅にならないように、この条

件をしっかりね把握した上でいろいろ各企業さんと応対していただきたいと思いま
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す。できるだけね、まあ企業誘致は恐らく大変なことなんですけども、やっぱりほか

の方を見るとやっぱり結構こう来ております。この男鹿市というのはいろいろ土地の

ね制約等ありますけども、観光地でもある、船川港ということもありますので、そう

いう特性もありますのでね、いいところを売り込めるところたくさんあると思います

ので、その辺のところも取り入れながらやっていただければありがたいと。

もう一つ、潟上市の設備投資助成金ですか、設備投資助成金がね最初は３，０００

万円だったけれども今は１億円に引上げたということなんですけども、その辺のとこ

ろは、男鹿市の方ではどういうふうに考えていますか。それ何か私ちょっと前に

ちょっと気にかかっていたもんですので。そういったところですね、ちょっとその辺

のところ教えていただければありがたい。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えします。

まず１点目の男鹿市に住んでる従業員の状況でございますけども、残念ながら

ちょっと情報はつかんでおりません。

それから、最後の御質問でありました潟上市のですね助成額ということですけど

も、本市で把握してる情報では、３，０００万円ということで、本市と同額というこ

とで捉えているところでございます。

○副議長（小松穂積君） 菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 誤解のないように補足しておきます。

あのことの、東洋熱科学のことについて、非常に私は残念だったんです。私が市長

なる前、もう１０年近くその企業誘致のことで話があったそうです。それで私がなっ

て間もなく、出ていくという話が来て、トップセールスを何回もやりました。気持ち

は男鹿に建てたいと、気持ち十分あったんですけども、私も直接用地交渉にも行きま

した。その企業のね、ここはいいというとこのトップセールスにも行きましたけど

も、それもやっぱりできなくて、本当にこう残念だったなと。言い訳じゃないですけ

ども、やっぱり大事なことは、私がいつも言ってるように観光も観光業者以外の人た

ちが一生懸命やっていくと。いろんな人方がね、いろんな立場でみんなでこう取り
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組んでいくと、企業誘致についても。そのことが大事なんです。議員がおっしゃった

ように、船越地区の人が、従業員が十数名いたうちのほとんどが船越地区でなかった

ですか。それから潟上まで行くと、そういう状況になるので、何とかここにとどまっ

ていきたいということの、工場長からそういう話も聞いてました。そのことも残念で

す。ただ、潟上に行っても、当分はまだあそこの工場も稼働してるわけですから、次

に対するいろんなこう期待を持ちながら、いまだに私はその社長とはお付き合いはし

てるつもりです。

あと、やっぱり潟上市の条件がよかったのは、潟上市が工業団地、県と一緒につ

くってて、しばらく売れなかったのは、やっぱりインターチェンジとかそういうＰＲ

がよくて、東京に企業立地事務所だすか、県の方に出向してる職員がいたりして、そ

れで私方もちょっと遅ればせながら３年前からそういうふうな職員を派遣したりして

やってます。

まあ先ほど部長が話したとおり利活用できる土地はありますので、何とかそれやっ

ていきたいと。そしてまた、東京に派遣してていろんなその観光誘致のこともできま

すから、そういう活動を今してるところです。今、大きなところは、先ほど議員が

言ったような、やっぱり船川港の利活用だと。それから、何回も言ってるように、エ

ネオスのその土地の利活用と、そのことも私がトップセールスでまた行くことになっ

てますので、何とか頑張って話が少しでも前向きに進めるようなそういう話をしてい

きたいと思ってます。

それから、補助金の引上げのことですけども、今３，０００万円がアッパーなって

るらしいですけども、それなりのね男鹿市にメリットがある企業が来れば、１億円で

もまた出せるように皆さんと御相談しながらやっていけるような、そういう企業をね

引っ張ってきたいと、そういうことを思ってますので、ひとつ皆さんの御理解をお願

いします。

以上です。

○副議長（小松穂積君） ７番船木正博君の質疑を終結いたします。

○７番（船木正博君） どうもありがとうございました。

○副議長（小松穂積君） 次に、１０番佐藤誠君の発言を許します。佐藤誠君

○１０番（佐藤誠君） 私からは、通告しましたが、議案第１３９号男鹿市体育施設等
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の指定管理者の指定について。

今回、議案には指定管理がいっぱいあがってきてまして、非常にこの今、指定管理

の制度っていうのはかなりこの行き渡ってきたんだと思いますが、その中でほとんど

は、まあ市内の今までやってた施設とかそういうものの方が、また市内の方々に指定

管理をしていくということは今まで見慣れてきたわけですけども、今回、この１３９

号男鹿市体育施設等の指定管理者の指定については、ＪＶという形で初めてきまし

た。共同企業体ということです。で、ＪＶっていうのは私も組んだことがありまし

て、建設業の方なんで、ちょっとまあ今回このＪＶの形というものがどのようなもの

なのかをちょっと伺わせていただきたいなということを思っております。

で、募集、これの募集要項を見ますと、まず一つ大きなのは、まあ基本的になぜ今

回ＪＶという形になったのかということなんですが、今まで体育施設を管理は体育協

会にお任せしてきてました。管理する内容が何か変わったのか。どこがどう変わった

のか。今日、議案書、先ほど読み上げていただきましたけども、まあよく分かってな

いんですけども、細かいところ何かこう変わったところがあるのか。どこが変わって

ＪＶにしなきゃいけないのかということですね。もっと言うならば、今まで体育協会

がやっていた指定管理のやり方でできないものが何か出てきたのか。それは何なのか

ということが１点です。

それから、今回見ますと、募集要項を見ますと、申請する団体に必要な資格等とい

うのがあるんですが、そこに秋田県内に主たる事務所を有する法人またはその他の団

体または前述に該当する複数の法人等がともに、共同する共同事業体、こういうこと

を書いてるわけです。今回これが市外もオッケーになったと、秋田県内であれば。こ

の理由。先ほどちょっと申し上げましたけども、全部ほとんど市内の業者に指定管理

させてるわけですけど、これがなぜ今回市内を超えて市外もオッケーなったのかとい

うことですね。というならば、同じように市内の業者がやれないと、私たちできま

せんと言ったとか、市内の業者にそういうふうなアンケートとか何かとって、あなた

方できない、私たちはできませんと言ったのか、それとも今までそういう管理をして

きて、多分公園の管理とかもしてきたと聞いてますけども、そのやり方がまずくて市

内の業者だとあともうできないと、任せられないということで今回市外の業者もオー

ケーにしたのかということを伺いたいと思います。
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それから、３番目に、財政が厳しい厳しいと言っているこの男鹿市で、必至にみん

なで稼ごうとしているこういう中で、やはり市外、私が言うのはやっぱり市外の業者

にポンと出てしまう。今まで市内の業者やっていたのに市外に出てしまう業務があっ

ていいのか、このときに。ましてやコロナのこういう時期にですよ、これからどうな

るか分からないこの時期に、まあこのときというばかりじゃないですけども、まあ市

外にこう出ていくわけです。財政力も厳しい中の男鹿市がやる意味を教えていただき

たい。

じゃ、まずそこまでお願いします。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） それでは、お答えいたします。

３点目のうちのまず一つ目です。何でＪＶでというような、まず御質問であったか

と思います。

まず今回経緯を申し上げますと、まず体育協会がこれまで、総合運動公園の体育施

設について管理を行っていらっしゃいました。で、まあ極めて施設管理に関してはで

すね適正に管理をされておられたのではないかというふうに考えてるところでござい

ます。一方で、やはりこの体育施設の本質的なところというのはですね、やはり市民

の方に大いに御利用いただいていく必要がございます。特に高齢化、少子高齢化がで

すね今後急激に県内でもトップクラスで進んでいく男鹿市におきましては、やはり

どんどんどんどん運動をですね気軽にしていただいて、その上で健康寿命延伸を図っ

ていくというのは極めて大きな課題となっているところであります。そのまず健康寿

命の一翼を担うのは、やはりその健康寿命を伸ばす上で必要な運動、その役割をまず

大いに発揮していくことが求められているものと考えております。

そういった中で、じゃあそういう魅力的な、ある程度市民の皆さんに喜んでいただ

けるような施設にしていくためにですね、今と同じようなやり方でいいのかといった

ところを考えたときに、市といたしましては不十分であるというふうに判断させてい

ただいたところであります。やはり自主事業、これまでも実施してきたところでござ

いますけども、なかなか我々がですね思い描いてるとおり、あるいは計画どおりの内

容はなかなかできなかったというところがございます。そういった中で、じゃ、これ



- 242 -

をどうやって改善していったらいいのかというのを考えたときに、市外のですね先進

地の状況というものをいろいろと勉強させていただきました。例えば潟上市であった

り、県外のスポーツ施設におかれてる管理の状況、そういったものをいろいろ整理さ

せていただきました。例えば県外ではですね山形、宮城県あたりでいきますと、もう

既にＪＶを組んで、その県外事業者とタッグを組んで魅力あるスポーツ施設にしてい

こうということで取組を進めてるところもございます。また、先ほど申し上げたトレ

イクかたがみではですね、正和会がまず運営されておるところでございますけども、

非常に我々の施設と比べまして非常に何か魅力的な内容となってまして、多くの潟上

市民の方を中心に、あと市外からもですねたくさん人が訪れてるような内容になって

いるところでございます。まあそういったことを踏まえて、やはり男鹿市においても

ですね、やはりもっともっと魅力的な内容で指定管理をしていただくためにはです

ね、やはりこういった市内にはないアイデア、知見、そういったものをやはりどん

どん取り入れていく必要があるというふうに考えておりました。

そういったことで研究した成果についてはですね、体育協会に提示をさせていただ

いてまして、こういうことも考えられるんじゃないかなということで、こういうい

ろんな提案をさせていただいております。そうした中で、なかなか体育協会だけでは

できない部分も当然あります。ということで、じゃ、タッグを組んでやることはでき

るんじゃないかと。その他県と同じような事例ですね。ということで、いろいろその

体育協会、正和会、むつみ造園で話合いを行った結果ですね、まずＪＶを組んでまず

申請するということで、今回まず選定されたということでございます。

なお、今回からですね、先ほど御説明した施設の中に、総合運動公園の部分です

ね、それも追加をさせていただきました。これはなぜかといいますと、やはり体育施

設と一体となって、まあ魅力的なエリアにしていくと。で、そこにどんどんどんどん

家族連れであったり、まあ高齢者世帯であったり、気軽にですね訪れて楽しんでいた

だく。そして、その中でウオーキングしたりとかですね、そういう健康増進も図られ

るんじゃないかということで、一体的な管理をしていくことが望ましいということで

整理をさせていただきました。

それから、次に募集要項で県内事業者がオッケーとさせていただいたのは、先ほど

申し上げたとおりでございます。
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それから、財政に余裕がない中でですね、この市外にまず仕事をですね出すことが

いいのかということに関しましては、そもそもこの業務に関しては、やはり市民の皆

さんに大いにまず御活用いただいて健康増進を図っていくということがこの施設の大

目的にございますので、その目的達成のために、市内の事業者さんができるんであれ

ば我々としてもぜひ市内の事業者さんにお願いしたいというふうに考えたところでご

ざいました。しかしながら、先ほど申し上げましたとおり、なかなかそれは厳しいと

いうこともございましたので、まあ市外にもですね枠を拡大させて、今回は公募をか

けさせていただいたところでございます。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） 再質疑ありませんか。１０番佐藤誠君

○１０番（佐藤誠君） ありがとうございました。

私もちょっと調べて、ＪＶの関係、こういう場合のＪＶってのは確かに全国で行わ

れてきてるっていうのも伺いまして、何で県外なのかなと思ったときに、ああ、県

内ってこだわらなくても県外からでもいいかなと思うくらいの感覚がありました。い

いものがあればそれは受け入れていいんじゃないかなという感覚がありました。

まあ、ただ、今近くでそうやってこういいところがあるということでそうなったと

は思いますが、今部長がおっしゃいましたけど、どうも市内ではできないということ

で判断したと、判断されたと、男鹿市民ではちょっと、ほかからカンフル剤でも入れ

ないと駄目なんだろうということの判断と、簡単に言えば受け止めました。しかしな

がら、片や、それだけカンフル剤ってのはやっぱり一時的なものだけで、なかなかそ

れ、じゃあどう育っていくのか。男鹿市民を育てたりということも必要だとは思いま

す。

それから、もう少し言えば、私が、この体育施設を有料化するときに、この体育協

会にお任せするときにですね、やはりいろんなこの健康に関する教室とかこういうも

の、インストラクターつけるとか、そういうことを約束してやってきたんだけども、

それを何といいますか、こうじゃなくって何ぼ言ってもうまくやってくれなかったっ

ていうことと捉えていいのか。それとも、こっちであんまり言わないでポンとこうい

うことになってしまったのか。例えば公園の管理なんかもあると書いてます。むつみ

造園とか、もう募集のあれに、どういう業務をやるのかっていうことを書いてます。
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芝生だば男鹿市の業者でも、また桜の木の管理とかでも、男鹿市の業者でも今まで

やってきたこと、やってきてちゃんと検査も受けて合格してきて、そういうのも男鹿

市の業者ってやれなかったんだべかと。これで仕事失う人いっぱいいると思いますけ

ど、何人かいると思いますけど、そういうのって別に任せなくてもいいんじゃないか

なという感じがあります。

それから、確かにいろいろ健康教室も男鹿市でもいっぱい努力してきました。健康

子育て課が動いたこともある。みなと病院だってリハビリもやってる。それから、い

ろんなその市内の先生方もやってる。そういう人たちが何でやれねがった。そういう

人たちもみんなできないと言ったのかどうか。そこまで話したのかどうか。それをお

聞かせください。

それからもう一つ、この今回のＪＶの組み方についてですけど、先ほど正和会とむ

つみ造園が出てきましたけども、体協が、男鹿市の体協が主体的にそのＪＶを構成す

る業者を選択して組んだのか。それとも、市の当局側からＪＶを構成する業者へのア

ドバイスとか進言とかあったのか。あったとしたら、どのようにアドバイスしたの

か。そういうことをお知らせいただきたい。

それから、３年間これ固定なるんですけど、この指定管理料のうち、それこそ市外

業者とどのくらいの比率。ＪＶではよくもめる、よくもめたり、まあしなければい

いんですけど、比率とかちゃんと決まってやってるのか。で、比率で、もし分かれた

場合、今までの管理のやり方より少なくなるか多くなるか分かりませんけども、じゃ

あ残されたその、それぞれ分担した業者は今までどおりやれるのか。つまり例えば体

育協会の部分は、今までより減るのか増えるのか。それでちゃんと同じような管理が

できるのか。その辺のことはどう考えているのかということもお知らせください。

それから、いろんな保険業務との関わりも出てくると思うんですけど、例えばデイ

サービスの利用者がそこを利用したとか、そういう場合、男鹿市の負担とかもなった

りするのかな。この辺ちょっと分からないんですけど、そういうところも何か検討さ

れていたらお知らせください。

以上です。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】
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○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） それでは、お答えいたします。

まず体育協会、施設の有料化のときにもですね、ある程度アイデアが示されたとこ

ろでございます。そういった内容につきましては、残念ながらですね実施されてない

ものもございます。で、そこのところにつきましてはですね、実施いただけるように

市の方でもお願いはしておったところでございますが、なかなかできていないという

状況にございます。ただ、それにつきましては市にも大いに責任がございまして、あ

る程度指定管理者に、まあ体協に対してですね、ある程度やはりしっかりと実施させ

る方向でですね、やはり協議を粘り強くやっていく必要があったと思っておりますの

で、そこの部分については非常に申しわけなく思っているところであります。

それから、健康教室、まあ様々ですね市内でも実施されているところでございま

す。そういったところのお話はですね聞いておりません。で、まあ今回ですね、やは

りある程度その先進的な取組をしてるところっていうことで、いろいろ情報収集を

我々させていただいたところでございます。そういった中で、そういったものの一部

でもですね、やはり市内でやはり取り入れられることができるようにならないものか

なということで、いろいろそこあたりを、体育協会とも、まあこういう情報もあるよ

ということで提供しながらですね、次に向かっていただけるのかどうかという検討は

していただいております。ただし、残念ながら単独ではなかなかなし得なかったとい

うところで、そこは体育協会の方でも、やはりこういった、じゃあ今回の枠組みで募

集しようかということで、まあ今回結成されたというふうに捉えているところでござ

います。

それから、指定管理者の中で、まあ今回のＪＶを組む中で男鹿市はどういうふうに

関わったかということでございますが、今申し上げましたとおり、そういった先進的

な取組をしてるところの情報収集して、それをしっかりと現在の指定管理者である体

育協会の方に伝えております。その中で、こういうこともあり得るんじゃないかとい

うことは当然申し上げております。ただ、我々の方からこうしてくださいということ

は一切申し上げておりません。こういうことも考えられますねというところでござい

ます。最終的に、今回指定管理者の公募をかけたときに三者の枠組みで実施しますと

決めたのは、あくまでこの三者でございます。

続きまして、指定管理料のこの業務の比率ということでございますけども、ちょっ
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と今、比率まで何パーセントというのはちょっとお答えできないんですけども、少な

くとも施設管理をこれまで携わってた体育協会は、それまでどおりのほぼ同じぐらい

の金額で、まず業務を続けられることができるんじゃないかなというふうに捉えてお

ります。

そのほかにつきましては、これまで公園部分の管理費と、それから指定管理料の合

計額からは若干、二、三百万円ぐらい落ちる程度の減額をした上で、まあ効率的な業

務をお願いするということにしているところでございます。

それから、今回、まあ介護を受けられる、受けている方も、ある程度スポーツ施設

を使えるような提案がなされておりまして、それに対する保険料の考え方でございま

すけども、基本的には市の持ち出しはございません。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） さらに質疑ありませんか。１０番佐藤誠君

○１０番（佐藤誠君） まあ前向きに進めるということで捉えられてきました。

まあ今までの体育協会のやり方ではうまくなかったということなんだけども、それ

を今度ＪＶにします、それで先進的なやり方に期待して取り入れようとしているわけ

ですが、今までとどのように、今までもできなかった内容があるんですけど、それは

今部長もお答えしたように、まあある面チェック機能といいますか、ＪＶに任せて、

じゃあどう変わったかというのはどんな指標でどのようなふうにしてチェックして、

ああ、やっぱりＪＶに任せて全然違う、例えば今、健康寿命どうのこうの言いました

けど、この間私は、先回質問で、健康寿命云々と、それは答えられないと、指標な

い。何が指標となってそれが成果としてあらわれていくのか。何を目標として、どこ

を目標として、何かやったっけ何かいがったけど、みんな出発するときはいいと思っ

てやるんですけど、何にもその指標も物差しもない中でやるのか。それとも、この辺

まで持っていきたいと。例えば、男鹿市内のね、ここに通う人たちの血圧がこの程度

になるとか、何パーセント下がるとか、そうやってやってるところもないことはない

ですよね。こう、そういうこの何か指標をもって、やった、みんなこのくらいなっ

たっていうような、例えばそんなこの指標をもってやることが、何か本当に実績とし

て分かるんじゃないかなっていう気がします。

で、まあこれは今最後、どうやってこれを根づかせるか。やるからにはきちんと根
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づかせてほしいし、いいものにしていかないといけないと思います。ですから、その

辺は、その辺のことを花火を上げました。それでいがったなでなくて、どうやってこ

れちゃんと根づかせていくのかをどう考えているのか、その辺、指標とか何か考えて

るのがあったらお知らせください。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えします。

健康寿命のお話に関しましては、今具体的にですね、どう測定できるのかというの

はちょっと持ち合わせておりません。しかしながら、今回指定管理者の計画、示され

ております。計画がまずきっちり行われるかどうかというのは、モニタリングをです

ね、まあこの施設に限らず全部の施設で定期的にチェックをしていくということにし

ておりますので、それについては毎月、まずスポーツ施設の場合は市の職員が関わっ

てまず状況把握、しっかり努めていきたいと思いますし、やはり一番大きなところで

いきますと、やはり利用者の皆さんが増えていくと、健康づくりに親しんでいただく

ということになるので、まずは利用者数、それをまず上げていくというところで、そ

れを市もＰＲ等、まあ一緒に頑張りながら進めていきたいと思いますし、そういう数

値の方をですねチェックしてまいりたいと思います。

○副議長（小松穂積君） 菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） ここは非常に大事なとこなので、皆さんから御理解願いたい。

今の男鹿市の指定管理の状況は、大変な状況です。だからその責任は私にもありま

すけども、今までの役所の考え方は、企業に任せたんだから自主的に運営してやって

くれればいいと、金やるから口出さない、極端な言い方でそういう感じがあるんです

よ。それでは駄目だと。一緒にやっていくんだ。例えば、オガーレについては、私が

あそこの建物のオーナーです。農業の振興、漁業の振興、後継者育成って大きな建前

があるんですよ。だから市役所の職員がそのことで一生懸命関わっていくということ

は、非常に大事なことです。だから今いろんなことの指定管理の業務、まず具体的に

言えばいろいろあるんですけども、非常に困ってます。だからこのことをね、今の男

鹿の総合運動公園の指定管理者に非常に切り込んでくれたと、スタッフが切り込んで
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くれたのが非常に私は感謝してます。よくやったと。よくここまでやってくれたと、

そういう思いです。

私は、前に健康の駅とかっていう話を提案した議員がいて、ああ、そういうのあれ

ばいいなと。そういえば私の覚えてる市役所の職員も、結構、秋田市にジムに通った

りしてるんですよ、高額の金払って。だからそういうやれればいいな。で、トレイク

かたがみに私、見に行きました。非常に感動したんです。そういう子どもたちから老

人まで、自分の体、心に合ったトレーニングの指導をしてくれると。そしてまた、要

介護、または介護の前のフレイルの状態のときの人たちも集めて、老若男女が本当に

すごい人数が集まってトレーニングしてました。うちの方で一生懸命保健師が取り

組んでますけども、やっぱり規模が違うなと。組織的に動かないと駄目だなと。その

ことで、最初がそれがスタートでした。

まさか正和会がここまで関わってくるとは思わなかったんです。それは、男鹿の市

民を何とか元気にしたいと、そういう、幸せにしたいっていうそういう思いがあった

からだと、私はそういうふうに感じてます。

そしてまた、今議員が財政が厳しいのにどうしてそういうことやるんだって言いま

したけども、私はいつも言ってます。駅前広場ができると、なお一層、飲食の人たち

を初め、いろんな商店の人たちが地域間競争に勝っていかなきゃ駄目だと。いいサー

ビスを提供。おいしい商品、おいしい食べ物、いろんなこと提供して切磋琢磨してい

かなきゃ駄目だと。そのことが、お互いに切磋琢磨して残っていけるように、何とか

地域を残していきたいと。それが、先日もある議員が言ったようなＳＤＧｓです。発

音悪いですけども、ＳＤＧｓです。限りなくその文化を残していくと、地域を残して

いくと、そういうことにつながっていくんだと思います。

言い方悪いですけども、まったりやってたんじゃ地域がもう残っていけない、そう

いうぎりぎりのとこまで私は来てると思うんですよ。だからこのことがひとつの大き

な切り口になって、いろんなことを改善していける。また、このことによって職を失

う人がいるっていう話もありますけど、そういうことはないですな。このことによっ

て活性化させて、やっぱり例えば公園管理の人たちも、いろんな交流することによっ

て自分たちもいい習慣を学べる。切磋琢磨できる。そこでやっぱり技能を磨いてい

く。そういう状況になり得ると思います。人との交わりによって、今、いいものを使
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えば、今、商店であれば秋田県外から来れるでしょうし、この体育施設についてだっ

て、男鹿市民だけじゃなくて市外からも来れる。あのすばらしい景観の公園っていう

のはないですよ。合宿やって、これだけいい公園はないって、運動公園はないって

みんな言ってくれてます。だから県外からも誘致できるような、そういう文化、習

慣、それからそういうこう体制をつくっていきたいんです。やって、議員がおっしゃ

るようなそういう状況があるとすれば、まと戻してもらえばいいす。そういう文化を

学ぶということが非常に大事だと思ってます。皆が学んでいって、そのことを成長し

ていったらまた返してもらってもいいと、市外の人からね。そういうことも思ってい

ます。

何とか男鹿市の魅力づくり、そして切磋琢磨していくと、そのことが非常にこう大

事だと思ってます。だからこのことは、ただ男鹿の運動公園の指定管理っていうだけ

じゃなくて、これからの男鹿の向かっていく指針について非常にこう大事なものの考

え方だと思ってますので、何とか議員の皆さんからも御理解を願いたいと、そういう

思いです。よろしくお願いします。

○副議長（小松穂積君） １０番佐藤誠君の質疑を終結いたします。

○１０番（佐藤誠君） ありがとうございました。

○副議長（小松穂積君） 次に、１４番米谷勝君の発言を許します。１４番米谷勝君

○１４番（米谷勝君） おはようございます。

私からも、議案第１３９号の男鹿市の体育施設の指定管理についてお伺いしたいと

思います。

まず初めにですね、まあ今まで、現在指定管理されている業務で、新たに加わる業

務について、まずお聞きしたいと思います。

それからですね、男鹿市の総合運動公園緑地整備工事というのを今実施されてい

るんですけども、その工事はどういう、発注形態というか、どういう内容なのか、お

知らせ願いたいと思います。

それからね、今回のこの体育施設の指定管理について、私、聞き慣れない言葉、

今、募集要項さあるんですよ。何ていうんですか、県内に主たる事務所を要する法

人、他の団体等と、こういうことがあるんですよね。私、これ男鹿市で初めてじゃな

いかなと思うんですよ。今まではね、全部市内と私は記憶してるんですけども、それ
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から先ほどね、指定管理の相手方の説明でですね、相手方の話を、説明を聞いてる

と、全て住所が男鹿市にある方が皆指定管理を受けてるんですよね。ここだけが何

で、どういう形でとられてるのかなと、私はやはり男鹿の雇用を守らなければいけな

い、それから業者育成しなければいけないということで、この指定管理も含めて取り

組んでることなんですよね。まずそのことについてと、それからね、私、今回募集要

項こう見させていただきました。その中で、皆さんがね体育協会と相談したとか、市

内の業者は厳しいとかって言ってるけれども、ここにもう一つね、かなりいいこと書

いてあるんですよね。募集要項の中でね、資格要件の中さね、こういう資格必要だ、

こういう資格だって言ってるんですよ。そうするとね、まあ説明会もやったと思うん

ですけども、ここに参加しようとする業者は、この資格ないから駄目だとかと言って

るんだけどもね、その中さ一言、外部委託する場合は、その有資格者を１名以上配置

できることって、これあるんですよ。これを使えば全部できることでないですか。だ

から先ほど佐藤誠議員の質問に対しての答弁が、体協と相談したって言ってるんだけ

ども、体協で外部に委託すればみんなできるんじゃないですかね。私はそう思います

けども、そのことについてもお聞きしたいと思います。

それからね、このことを実施するためだかどうか分からないんだけども、９月議会

でね、何かこう公園施設の条例の一部改正やってるんですよね。そのときのね、何か

こう説明で、説明っていうか何か話の中では、建設課が委託発注をして管理している

業務っていうんですか、委託発注ですか、しているとかって説明してるんですよね。

これについては委託発注してたもんですか。先ほど私聞いたように、維持工事で発注

してるんでないですかね。

それからもう一つね、都市公園の管理で、私の記憶ではね有料公園施設の管理、有

料施設ですよ。お金をもらってるその施設の管理の指定管理を、指定管理者で行われ

ているんですよ。有料ですよ。お金をもらっているからということで指定管理を体協

なら体協にお願いしてるんですよ。有料でないものは、業者育成とかそのために工事

なら工事だとかって発注してるんですよね。それをみんな今回ごっちゃまぜにして

ね、何かどっかへ仕事ね増やしてやるんだか分からないけども、やっぱりそういうそ

の何ていうんですかね、やり方っていうかですね、もう少し本当に中身を分かってて

やっているんですかね。このことについて私は聞きたいんですよ。
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○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えいたします。

まず新たに加わる業務でありますけども、先ほどのですね議案書に表がございまし

たが、そこの表のうちの総合運動公園という公園部分の管理、これが新たに業務とし

て加わることとしております。

それから、市内業者の育成という観点から市内業者に発注すべきではないかという

ことでございますけども、今回総合運動公園を組み入れたのは、エリアとして魅力の

充実を図り、そこにやっぱり多くの皆さんに足を運んでいただく、そのための企画、

イベントであったりですね、あるいは植栽の工夫、例えば花を植えるであるとか、そ

ういったものをですね創意工夫をしていただくと。そこで魅力アップを図っていただ

いて、どんどんどんどんお客さんが増えていく。で、そこである程度、ウオーキング

をしたり、歩いたり、それらが健康増進につながるだろうということでですね、こう

いうふうな今回仕組みを考えさせていただいたものでございます。

ということでございまして、単純な公園管理、草刈りとかですね、そういった業務

だけじゃなくて、やはりじゃあ公園をどういうふうにして見せていくか、そういう企

画も合わせてですね御提案していただきたいという思いでですね、今回公募をかけさ

せていただいてるものでございます。

ちなみにでございますけども、まず今回造園事業者さんが市外事業者ということで

ございますけども、やはり最大限にですね、やはり市内のそういったスキルを持った

方をやはり仕事していただくということもですね、当然考えていらっしゃるようでご

ざいます。

それから、もう一つでございます。有料公園の施設管理ということでございまし

て、まあこれについてですね、より多くの皆さんに足を運んでいただいて、まあ体育

施設を御利用いただくと。それによって利用料金をどんどんどんどん増やしていただ

くことでですね、ある程度市の負担の軽減も図っていくという思想でございます。

我々といたしましてはですね、まあ最大限にその民間の事業者の創意工夫、それを

大いに発揮していただいて、まあ魅力的なエリアにしていくと。お客さんに、まあ市

民も含めた皆さんに多く使っていただくというような観点で今回業務のですね仕様を
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固めておりますので、御了承くださいますようよろしくお願いいたします。

○副議長（小松穂積君） 柏崎産業建設部長

【産業建設部長 柏崎潤一君 登壇】

○産業建設部長（柏崎潤一君） 私からは、本年度におけます男鹿総合運動公園の緑地

整備工事の概要についてお答え申し上げます。

本年度の総合運動公園のいわゆる整備、緑地等の整備工事につきましては、市内に

主たる営業所を有します造園工事のＡ級、Ｂ級及びＤ級の中から、造園業を主として

いる会社を指名いたします指名競争入札にて業者を決定してございます。請負工期に

つきましては、４月２７日から令和３年の３月２３日までを工期として、公園内の芝

生の刈り込み、草刈り、除草、薬剤散布、剪定、それから冬囲い等を工事内容として

契約してございます。

○副議長（小松穂積君） 再質疑ありませんか。１４番米谷勝君

○１４番（米谷勝君） あとそのほかの質問なかったっけか。私、質問したやつで答え

ていないのがまだあると思うんだけども、全部答えてますか。

私、募集業務の中で、何ていうすか、外部に委託の話もしてるんだけども、その方

もないですかね。

○副議長（小松穂積君） ちょっと待ってください。１回目の補充としての答弁をさせ

ますので、よろしいですか。

○１４番（米谷勝君） ああ、はい。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えします。

申請書には、確かにその体育施設管理士、Ｂ&Ｇ財団センター、インストラク

ター、これらについては外部委託する場合、その有資格者を１名以上配置するという

ことでございまして、議員の御指摘どおり、これによってですね有資格者の配置をす

ることはできます。ですので、そういったことも当然可能であるということでござい

ます。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） それでは、１回目の答弁に対する再質疑ありませんか。１４



- 253 -

番米谷勝君

○１４番（米谷勝君） まず先ほどの公園の緑地整備工事、やはり市の方に登録してい

ただいた業者を利用して、緑地整備工事ということで公園を管理、都市公園の部分を

管理されているんですよ。これはなぜ有料の施設とこれと区別したかということは理

由があるんですよ。有料のものの管理については、やはり何ですか、運営上、お金も

らっているのでね、これについては指定管理者の方でしていただきましょうと。料金

を取らないものについては、業者育成のために工事とかそういうもので発注しましょ

うと。これずっとね、男鹿市というのは都市計画で仕事してる部分っていうのがいっ

ぱいあるんですよ。国の補助金をもらって都市計画を立てて、そして事業を実施し

て、そして管理しているんですよ。今のね、何かこう指定管理のことで健康上とか、

やれ何だとかって、必要だとかって言うんだけども、それはそれでいいじゃないです

か。そしてね私一番あれなのはね、この緑地整備工事は３月まで仕事やってるんです

よ。それが来年から途切れてなくなる理由は何ですかって私聞かれても分からないん

ですよ。何と説明すればいいものですかね。これがね、さっき金額も言っていないと

思うんですけども、幾ら金額あると思うんですか。請負額として、どこだったかな、

１，５１５万８，０００円とかってあるんですよ。しかもね、来年の３月２３日まで

工期があるっていうんですよ。私はこう言われました。「あんだ方、市民の代表だ

ど。議員なってて、今やってる仕事がこういうふうに展開していくっていうことは何

を考えてるんですか」、こう言われたすよ。請負額が１，５１５万８，０００円、工

期が３月２３日まである仕事ですよ。この発注されるっていうことは、発注してるっ

てことは皆さん分かってるでしょ。そのことについては何か考えてたことがあるんで

すか。それについて伺います。

あとですね、先ほど体協といろいろ相談したって言われましたね。先ほど聞いたよ

うに、募集要項の中で外部委託の話、そのとおりですっていうことを部長からいただ

きました。何とかね、このことを利用して、やっぱりもう一回やり直した方がいい。

これを利用するとね、みんなが参加できるものがあるんですよ。これで県内っていう

話はならないんですよ。市内でできるんですよ。あのね、皆さんは何か先進事例とか

何だかやったって言うけども、例えば自治体で、例えばね、そういう業者がいないと

ころがあるんですよ。そういう人方は県内って使ってるんですよ。そういういろいろ
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なことやれる人がいる場合は、必ずやっぱり市内っていう言葉なんですよ。だから

ね、誰かにやらせるために県外とかって使っては駄目だっていうことなんですよ。

みんな市内でできるでしょ。体育協会ができないって言ったんですか。健康増進だと

か、にぎわいを創出と。みんな委託すればできるじゃない。委託っていうのは、もう

一度聞きますけども、外部団体に委託っていうことは、市内でなければ駄目だという

ことはないすか。そのことについてちょっとお聞きします。

○副議長（小松穂積君） 答弁保留のまま、喫飯のため午後１時５分まで休憩といたし

ます。

午後 ０時０２分 休 憩

午後 １時０５分 再 開

○副議長（小松穂積君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

答弁を求めます。小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） それでは、お答えいたします。

まず、今回総合運動公園も一体的に発注、指定管理業務として発注したことについ

てでございます。

先ほども触れておりますけども、一体的な管理を行っていただくことによりまし

て、より多くの市民の皆さん、あるいは市外からもお客さんを呼んでこれるような企

画、まあこうしたものをですね一体的に提案していただくということを目的に、今回

一体的に発注させていただいたものであります。

それから、外部委託を利用すれば十分できるんじゃないかというような御指摘でご

ざいましたが、確かに実際可能と、外部委託によって受注することは可能になってお

りますけども、今回御提案のありましたのは、あくまで今回三つの事業者によるＪＶ

ということでございまして、唯一そこから御提案があったものでございます。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） さらに質疑ありませんか。１４番米谷勝君

○１４番（米谷勝君） この件について説明会をやってるようですけども、１０月１５

日ですか、この説明会の出席者についてお聞きしたいと思います。
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あとそれからね、共同事業体の申請書の受付月日はいつか。

それからですね、もう一つは、まあ一体的管理とか、いろいろなこう先ほどの佐藤

誠議員に対しても、にぎわいを創出するとかね、いろいろこう話が出ていますけど

も、あ、それから健康増進に関するね、そういうものを実施するとかって話はされて

るんですけども、そういうのっていうのはですね、現在指定管理で受けている男鹿体

育協会だすか、こういうのと話すれば解決することじゃないんですかね。しかもね、

外部に委託、例えば資格要件だとかいろいろな要件ありますけども、そういうのもね

クリアするためには外部団体に委託してもいいですよということでなってるでしょ、

さっきの答弁で言ったようにね。そういうものを何で利用して体育協会でできないん

ですか。体育協会でできない管理、公園の管理のものについては、共同企業体の中

に、何だか造園業者、市内の造園業者、今仕事してる人どご入れればいいじゃないで

すか。そういう共同企業体を組むのが、またいろいろ話合いの場とか指導とかするの

が私は当局だと思いますがね。そこら辺についてお聞きします。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） それでは、お答えいたします。

まず説明会でございますけども、１０月１５日、説明会を行っております。今回こ

の説明会に参加されましたのは、今回の３事業体、申請のあった３事業体のほかに、

市内の造園業者２社ということで参加をいただいております。それから、秋田市のス

ポーツ団体１社、参加しております。最終的にこういった参加いただいてるわけであ

りますが、応募のあったのは今回のＪＶ１団体のみということでございます。

それから、二つ目の申請の受付月日でございますが、令和２年１０月３０日となっ

ております。

それから、外部団体への委託ができないかと、共同企業体の中にですね、そういっ

た造園事業者を入れるべきではないかということでございますが、結果的に、まあ三

者による提案があったということでございます。

なお、今回この公園部分のですね芝生の管理であるとかそういったものに関しまし

ては、まず可能な限り市内の事業者さんのノウハウ、まあ活力、まあそういったマン

パワーも活用していくという方向が示されているところでございます。最終的にどの
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程度の事業量になるのかどうかは、ちょっと私の今の状況ではちょっと申し上げられ

ない状況でございますが、そのような状況でございます。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） 菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 先ほども同じようなこと言いましたけども、地元の業者のこと

議員は心配してくれてます。非常にありがたいことです。業者の育成という大きな建

前もあります。だけども、相反する言葉に自立してもらわないと困ると、そういうこ

ともあると思います。この前、私に地元の建設業界が陳情に来ました。新しい男鹿市

の総合計画もできたようなので、何とか市長、できることあったらやらへてけねす

かって、そういう話であったす。あなた方は市のために大事な仕事してる人なんだか

ら、災害、道路維持、除雪とか、まあほかの地域に行くとそういう業者いなくなりま

すよと、人がいなくて大変なんだから、あなたたちはもっとどんとして、男鹿でこう

いうことやった方がいいって提案するぐらいの業界になってもらいたいと、そういう

話をしました。

今回のこのことについて、なして地元の業者にできねがったんだと、まあ応募さね

がったことですけども、やっぱり私はね、１０年間やってうまくなかったがらこの結

果があるんです。１０年間委託で同じことしかやってない。常に進化して切磋琢磨し

ていくと、創意工夫していくと、そういうことにやっぱりこううまくないことがあ

るんだと思う。やっぱりマネジメントとか、それにたけてる会社がいてね無駄を省い

ていくと、その中から経費が生まれてくる。地元の雇用は絶対確保しますから、その

ことについてはお約束しますので、何とかそれで３年間やって地元の業者がまたでき

るようになったら、それを復活していけばいいんです。何とかそういう観点から考え

てもらいたい。

何回も言ってますけども、過去の延長線上に未来はない。新しいかとを切り込んで

いかないと、男鹿は変わっていかないと思います。いろんな業種で、今、しのぎを

削って大変な状況です。コンビニ、そしていろんなお店やスーパー、いろんなお店が

出てきて、そこで生計を立てた人は大変な状況です。だけども、最終的にはそのこと

によって市民が喜んでるかどうかと、市民のためになるかどうだかと。部分最適、全
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体最適と、そういう言葉もあります。何とか、そこの場合、弱いものを切り捨てると

かそういうことは何もないので、何とかみんなでこうしのぎを削ってっていうか、い

い提案をして前向きに向かって、この指定管理を進めていきたいなと思ってます。

やっぱり外部から血を入れないと、今回の病院の改革のことを見ても皆さん御存じ

だと思います。もう何十年もそのままやってきて、病院の成果はかなり私は上がって

ると思ってます。今、広場、駅前広場ができることによって、今大きく男鹿が変わろ

うとします。そのためにもね、こういうこう基本的な考え方が非常に大事だと思って

ますので、何とか切磋琢磨していくんだと、そういう中から新しいものを生み出して

いくと、多くの人を幸せにしていくと、市民にサービスを提供していくと、市外の人

にも男鹿に来てもらうと、そういうスタンスが大事だと思いますので、何とかよろし

くお願いします。

○副議長（小松穂積君） １４番米谷勝君の質疑を終結いたします。

次に、１番中田謙三君の発言を許します。１番

○１番（中田謙三君） ３人目ですので、私が問いただすことと重複しておりますし、

まあ私通告しております部分と加えて、幾らか私にも答弁していだければありがたい

と思います。まあ通告してるので、これまでの経緯、何が駄目でここに至ったのか、

まあその部分は先ほど来説明されてきてますので大方分かっています。それでもまず

通告してますので。

体協がこれまで指定管理受けて適正にまず業務もなされてきたと、その話もありま

したけれども、監査委員から何か指摘がこれまであったのかどうか、その点について

お尋ねしたいと思います。

あと、企業体の組合せのことも佐藤議員、それから米谷議員も問うてますけれど

も、この枠組みが、まあ先ほど来の話を聞いてると体協主導でやったのではないかと

いうか、そういうふうに私は受け止めたんですけれども、あくまでも体協主導で、ま

あ市がその指導っていうか適切な助言をしたとか、そういうことも言ってますけれど

も、その辺のところを、まずこのＪＶの在り方がベターなのかどうか、その点も改め

てお尋ねしたいと思います。

あと４点目が、先ほど来、地元雇用の話。私は、この議案書を見て、今まで体育協

会一本であったものが正和会とむつみだと、この三者でのＪＶがこういうふうにあ
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がってきて、ちょっと違和感を覚えました。ですから、まあ市民の方々も今のこの議

案があがれば、なんでよそ、今までの経緯からすれば、どちらかがやってきた。それ

がここに来て、まあ三者がＪＶでやってる。そのこともまず佐藤議員、米谷議員の答

弁で私自身も十分理解してきてるわけですけれども、改めてまず地元雇用の確保とい

うか、まあ先ほど市長もそのことは触れていますけれども、そのことがまずやっぱり

私は聞いてみたいと思ってます。

あと、指定管理の期間１年ではという表現でまず伝えてますけれども、そのことが

どうなのか。

あわせて、先ほど総合運動公園も加えたからというような話もありますけれども、

指定管理料は実際に増えるのか減るのか、その話をもう一度確認したいと思います

し、あわせて比率の話がありました。体協、それから正和会、それからむつみ、その

比率というのはどういう捉え方で話してるのか。今おおむねの話で、指定管理料の中

身について比率はこのくらいですよと、それをこう示せるのかどうか。その点につい

てお尋ねしたいと思います。

あとあわせて、市長は健康寿命だとかトレーニングだとか、その話をしてるけれど

も、私的には、運動なさる方はやっぱり体力にも財力にもそれなりによ、そういう力

を持ってる方がやっぱり運動するし、体育施設も使うと思います。ところが世の中に

は明日の生活を困ってる人もたくさんいるし、そういう人方がよ、やっぱりまあそれ

は私どもの力が足りないがらそういうことなんでしょうけれども、そういう方が今回

のコロナも含めて地元の企業もよ困ってる方がいるのではないか。その方々に対する

やっぱり将来の方向性、道筋をつけてやるのも、また我々の仕事ではないのかなと思

います。ですから、本当に弱い立場の人間は、この施設がや利用できれれば一番いい

わけですけども、そうでもない方も男鹿市内にはいるのではないのかなと私は思い、

今の質問をしてる次第です。

以上です。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） それでは、お答えいたします。

まず経緯でございます。まず体育協会との指定管理については２期、まず実施させ
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ていただいております。そうした中で、今期の計画をあげていただいてですね、今は

その今期の計画に基づいて体育協会が指定管理業務に当たっているところでございま

す。そうした中で、施設の管理、維持管理業務については、極めて適正に実施されて

るものと判断しております。しかしながら、一方で、やはり施設は使われて幾らとい

うこともございます。やはり多くの市民の皆さんに利用していただくというためのや

はり魅力的な企画の造成であったり、そういったものについては、もっともっと充実

を図る必要があると考えております。そうした中で、計画に示されてるその企画の部

分について、なかなかちょっとうまく実践されておらない状況にございまして、そこ

は市の職員も含めていろいろ協議はさせていただいたとこですが、なかなかちょっと

実現、全て実現するというところまでは至っていないという状況にございます。

そうした中で、２点目の監査委員からの指摘ということでございますけども、指定

管理料の特にまず経理の部分ですね、体育協会の経理と指定管理業務の部分、それが

混在してるというところが改めるべきではないかというような御指摘とか、あとそれ

から定期的に経営状況を含む業務、まあこれの実施状況、しっかりと市と協議してい

く必要があるのではないかといったことも示されております。あとは、料金収入の状

況の資料ですね、そういったものについての提出もしっかりやるようにというような

御指摘をいただいているところでございます。

それから、企業体の組合せ、今回の三者の組合わせでございますけども、先ほども

ちょっと御説明しておりましたが、全国あるいは秋田県の体育施設で行われてる指定

管理業務、これについて洗い出しを市の方で行っております。そうした中で、全国各

地でＪＶ方式によるですね管理が行われてる実態を把握したり、あるいは潟上市で行

われてる「トレイクかたがみ」という施設で行われてる指定管理の実態、そういうも

のも把握させていただきました。で、その把握した結果を踏まえてですね、まあ体育

協会に提示の上で、こんなこともできないのかという御提案をさせていただきながら

話を進める中で、最終的には体育協会、むつみ造園、正和会による三者ＪＶという形

ができたものでございます。

それから、４点目の地元企業、地元雇用の確保という観点でございます。

これについては、体育協会はこれまで施設管理を行っております。その施設管理に

ついては、引き続き体育協会がまず中心となって担っていくというふうな整理をされ
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てるところでございます。

それから、新たに付加される部分といたしましては、正和会が、まあ介護が必要な

方であるとか、まあ介護にちょっと必要な状況になるつつある方、そういう方を対象

に運動教室などを開催いたしまして、それ以上悪化しないような、あるいは改善に向

かうような、そういうふうな運動教室の提案がなされているところでございます。

一方で、むつみ造園においては、ある程度、公園部分を使って利用促進が図られる

ようなイベント開催であったり植栽の工夫、そういった提案もなされております。そ

ういった中で、当然まあ芝生の管理とかですね、これまで地元事業者さんがやってた

ようなところについては、むつみ造園などが主体となって企画を練り上げてですね、

で、地元の業者さんに担っていただくべきところについては担っていただくような方

向で今考えておられるようでございます。

それから、指定管理料の比率でございますけども、ちょっと私もちょっと今計算し

てなくて大変恐縮なんですけども、おおむね、ほぼまず体育協会では相当な部分を担

うと、あ、相当の部分をまず体育協会さんの分ということで考えております。

それから、その造園部分につきましては、まず市の委託業務、委託っていうか先ほ

どのですね工事の部分ですね、そこで発注してる額に見合う分として大体考えている

ところでございます。１，５００万円程度だったと思います。

それから、正和会の部分については、まあほとんどまず正和会が負担するようなイ

メージで、そんなに多くの金額を負担しないことにしております。

それから、運動する人の中にはですね、その財力的になかなか厳しい方もいらっ

しゃる。そういったことへの配慮というのがないのではないかということでございま

すけども、今回は総合運動公園と一体的に指定管理をするということで、やはりそう

いったいろんな方にですね、老若男女問わず、いろんな方にですね公園に来て楽しん

でいただいて体を動かしていただくような、そういった企画も盛り込むこととしてお

ります。そういったことでですね、できる限り気軽に運動公園に足運んでいただける

ような企画に練り上げていければなというふうに考えております。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） 再質疑ありませんか。１番中田謙三君

○１番（中田謙三君） 比率の部分は、こうおおざっぱな話で分かったような分からな
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いようなことを思ったわけですけれども、指定管理料よ、さっき私１回目にも質問し

たとおり、増えるのか減るのか、そこよ、まずもう一度。

それからあわせて、正和会がその何ていうかな、トレーニングとか企画とか介護予

防とかそういうものも何か負担すると、そういう話ですけれども、それはどういう理

解したらいいのか。

あとあわせて、当然その利用するに当たって利用料金が体協に入りますよね。それ

は仮の話ですけれども、どのくらいを見込んで今いるのかなというか、当然今、「ト

レイクかたがみ」ですか、そこは正和会でやってて実績があるわけでしょ。そういう

のをやっぱり示していただかないと、やっぱり議会としてもよ、何かこう具体的なも

のがないと私方は理解はできない。ですから、そのこともあわせて、もし資料等であ

るならば、額を、金額を教えていただければありがたいと思います。

まあ地元雇用は今言うように便宜を図ってくれるような言い方をしてますけれど

も、さっき言ったようになかなか仕事が減ってる中で、またむつみが入ってきた、ど

こそこが入ってきた、そうすれば私方の仕事がなくなるんでねえがなっていうのは、

正直なところそういう業者もいるかと思います。そういう方々に対する説明は私ども

もしなきゃいけないし、当局もやっぱり発信していかないといけないと思います。そ

のことを、改めてこうお尋ねしたいと思います。

以上。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えいたします。

まず指定管理料の経費削減されてるかどうかということでございますが、削減され

ております。トータル約３００万円程度、まず削減するというふうに積算していると

ころでございます。

それから、自主事業、利用料金の収入でございますが、まず４００万円ということ

で、実績を勘案してまず４００万円ということで想定しておりますが、さらにこれ

に、まず自主事業でまず得られる収入、いろんなイベント企画であったり、そういっ

たものでも料金を徴収しますが、それがプラスアルファとして上乗せされることにな

ります。
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あとそれから説明でございますけども、やはり今後ですね、まず指定管理業務が本

格的にまずお認めいただいた場合には、フレームをですねしっかりと、体育協会初

め、むつみ造園、正和会、しっかりまず協議をしていかなければいけないということ

になります。そういった協議の中で、しっかりと説明をしてまいりたいと思います。

それからもう一点、正和会で負担するものがあるというところにつきましては、今

回、まずある程度指定管理料の一部、当然まず正和会にもまず当然配分されるという

見込みになっておりますけども、人件費の部分ですね、それについては正和会の方で

ある程度まず前向きに捉えていただいておりまして、そこはしっかりと頑張らせてい

ただくということでお話があるようでございます。

それで、今回介護の部分ですね、介護予防、それからある程度介護が必要な方に対

する運動教室、こういったものも開催していくわけでございますけども、それは介護

保険が適用されるということでございまして、そういう方々については負担がないと

いうことで御利用いただくことができます。

○副議長（小松穂積君） さらに質疑ありませんか。

○１番（中田謙三君） いいえ、もう結構です。ありがとうございました。

○副議長（小松穂積君） １番中田謙三君の質疑を終結いたします。

次に、８番佐藤巳次郎君の発言を許します。８番

○８番（佐藤巳次郎君） 私からも、この体育施設の関わりで質問させていただきたい

と思います。

まず一番私がおかしいなと思うのは、市長はいつも、市内の経済、市内の事業者が

もうかるようにしたいと、こういうことをおっしゃっていましたけれども、何で市外

の業者なのかというのは、私いろいろ市民から伺ってますけども、何で潟上なのか

と、やれる業者がたくさんいるじゃないかと。いろいろ市長はこの問題で前から答弁

されていますが、少なくとも市内業者の育成ということの立場からですよ市長も言っ

ています。何で地元業者を育成の立場で、このジョイントを組まないのかと。男鹿市

と、男鹿市の市の体育協会と市外の２業者が一つの企業管理者になって応募してると

いうことであればや、男鹿市のやりたい業者が入れないと。市が入ってる、中のとこ

ろに入って何で勝てるかということなんだすよ。私は当然のそうだと思うんだすよ。

だから、何でそういうことを市外の業者にやらせるのかと、私はこれが一番だすよ。
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それとね、まあちょっと余談にもなりますけども、この業者は市の体協と組んだこ

のばかりでなくて、男鹿の郷も手に入れようという計画もあるんだすよ。どんどんや

はり男鹿に入ってきてるという状況の中で、そのあたりは市長も十分承知なはずなの

に、何で市外業者なのか、何でこの二つの業者なのか、これをやはりはっきりさせて

もらわないと前へ進めないと思いますが、いかがでしょうか。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えいたします。

まず、なぜその市外の業者を入れたのかということでございますけども、ある程

度、我々としましてはですね先進的な取組をしている事業者の中で実績があるとこ

ろ、そういったところからお話をお伺いしておりました。そういったお話を積み重ね

る中で、まあ一緒にやるという方向がなされたものでございます。

それで、まあこの業者に限らず、いろんな業者からの提案というのはですね可能で

あったというふうに考えております。仮に業者さんが、市内の事業者さんが、ほかの

事業者さんと手を組むということも当然ありますし、またさらに三者だけじゃなくて

一緒にやっていきましょうということも当然あるはずです。ただ、最終的に提出され

たのは、その三者の枠組みということでございました。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） 再質疑ありませんか。８番

○８番（佐藤巳次郎君） この実績だと言っていますけれども、そうすれば男鹿市の業

者に実績ないのかと。私は十分できると思うんすよ。先ほどの質問者の中での答弁に

も、これからどうして、体育施設をどのようにしていくかという話もされてあったす

な、答弁で。それは、この潟上市の業者でなくたって市の方でどんどん進言していけ

る立場だすべ。ずっとやってきてるわけだね。市の体協が入って、市内の２業者が

入ってやれる、やれるんでしょう。それをなぜやらないのかと。そういう市内建設業

協会とかで、そういう組合せでやろうじゃないかという提案を協会にしてるのかどう

かだすよ。私は当然、建設業協会にそういう話をしながらやっていくと。仮に協会で

不十分なことあったらよ、こういうふうにしてやればいいんじゃないかと、いろいろ

できてくるわけでしょ。潟上市の方での業者がスポーツ教室とかいろいろやってる
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と。男鹿市だって市の体協だって、スポーツ教室なり、いろんななのやってるすよ。

それで足りなければ、もっともっとできるわけでしょ、いろんな市の提案なり協会の

提案なりをみんなで相談すれば。もっともっと、市民のことだから、市民の健康なん

だから、市民の立場でやるのであれば市民の業者でなければ分からないすよ。それを

ほかの業者にやってもらう、市外の業者にやるということが私は非常に、変な言い方

すれば腹が立つすよ。何で市内の業者、スポーツ団体と一緒になって、いろんな事業

をやれるのにもかかわらずそれを拒否していくと。先ほどから、男鹿の業者なり、そ

れからいろいろ変な、私から言えば悪口のような話もされてるけれどもよ、私は育成

の立場でも考えていくならば、もっともっといい提案もお互いに出し合いながらやっ

ていけるんじゃないかということをつくづく感じているわけです。そういうことで、

そこら辺をやはりもう一回、私は再考してもらいたいということです。

それと、町中でこういう話もあるんだすな。この今回参入している潟上市の業者と

市長とつながりがあるんじゃないかという話まで出てるすよ。私はどういう深いつな

がりだか分からないけれどもよ。まあ二つ三つあるんだすよ。だからもしそういうこ

ともあってやってるとすればだすよ、これもまた大変じゃないかなということを感じ

るわけだすな。そういう意味で、私は今回のこの指定管理者の三者のジョイントとい

うことをもう一度やっぱり見直しすると。して、やはり市内業者と体協と組んで、い

い管理ができるように私はぜひ取り組んでほしいと思いますが、いかがでしょうか。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えいたします。

まず１点目でございます。まず市内の事業者さんと体育協会が組んでも十分達成し

得るのではないかということでございますけども、私は、まあ県にいた立場から申し

上げますと、今置かれてるこの体育施設の状況というのは非常に厳しいものがあると

いうふうに認識しております。で、やはりこれを変えていくためには、なかなか今ま

で男鹿市で経営をされてた皆さんの感覚、そういったものだけではまだまだ十分じゃ

ないのかなと。で、それを変えていくためには、やはり外の新しいノウハウであった

り考え方、そういったものをですねやはり入れた取組というものをやはり出していく

必要があるのではないかというふうに考えております。
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それで、今回、佐藤議員がですね今ほど地元業者の育成の観点からということで

おっしゃられたところでございますけども、まさに今回の恐らく提案というのはです

ね、地元の業者さんのレベルアップにも確実につながるものだというふうに捉えてい

るところでございます。そういった新しい考え方であるとかやり方、そういったもの

をですね一緒にまず企画とかですね実行する中で、こういうやり方もあるんだなとい

うことで押さえていただいて、次の指定管理からはですね、じゃあ単独、あるいは地

元の皆さんとタッグを組んでやっていくということも当然選択肢としてはあるわけで

すので、そういった育成につながるものだというふうに私は考えているところであり

ます。

それから、二点目の点はちょっと私はちょっと申し上げづらいので、私からは以上

にさせていただきます。

○副議長（小松穂積君） 菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 先ほどから言ってますように、業者業者って言うけども建設業

者ですよね。私は建設業者の出身だから、そういって言われることは非常に残念なん

ですよ。やっぱり今から二十数年前、秋田市の大きなＡ級という土建屋がばたばたと

倒産しました。なしてかっていうと、競争してねがったんだす。切磋琢磨してなかっ

たです。男鹿の業者は残ったす。それはやっぱり競争原理で生き残ってきて、財務的

な面も技術的な面も頑張ったからですよ。そういうことがないと、やっぱり残ってい

けない。過保護はやっぱり絶対うまくないと思います。切磋琢磨がやっぱり大事なん

だと思います、男鹿のことを考えていけばね。

そしてまた、まあ議員のおっしゃるようにいけば、どうしてみなと病院だけ使わな

いことに批判がないのかなと。１６パーセントだか１４パーセントでしょ。そしてま

た、スーパーがもう市外のスーパー、そういうコンビニ、みんな市外ですよ。それで

市民がそこで不満持ってるかっていうと、そうではないはずです。今回のことは、

さっきも部長が言ったように、そういういい習慣を、文化を身につければ、また戻し

てもいいんです。

それとまた、正和会のことについては、ここあたりの業者がやれば覚えるだろう

と。１０年たってもうまくいってないですよ、指定期理が、今の運動公園の。何とし
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てそれをやっていけるんでしょうか。やっぱりいいものは見習って吸収してやってい

くと。どうも何かさっきから誤解されてるのは、商売っていうのは金もうけのために

やってるのかなと、そういうことを思われてるんだかもしれないす。今の正和会もむ

つみさんも、何とか男鹿の市民を幸せにしたいと、いい環境をつくっていきたいと、

そういう思いだと私は思ってます。

私は、議員の経験浅いので分からないですけども、こういう本会議の公式な場で、

市長と正和会と何か関係があると、そういう話をされました。はっきり言ってくださ

いよ、どういう関係なのか。何を言われてもうまくないことはひとつもないので、こ

ういう公の前で言ったんだからそれだけの根拠と責任を持って発言してると思うの

で、何とか答弁してもらいたい。

以上です。

○副議長（小松穂積君） さらに質疑ありませんか。逆質も出ましたけれども、根拠あ

りましたら。

○８番（佐藤巳次郎君） それは後にして、市内業者がなぜ駄目なのかと。部長が話し

ていましたけれども、私から言わせたら、あなたの仕事は市内業者をどうしていくか

ということだすよ。もっともっといくしていくという、その責任が部長にはあるはず

だすよ。それをそっちのけにして、市内が駄目で市外がいいと、こういう理屈、論法

はよ、私は通らないんじゃないかと思いますよ。もっとやはり市内業者育成を一番最

初に考えながら、やったことない事業であれば、市と協力しながら、体育協会と一緒

になっていけるんでしょう。何でできないのか、何でやらないのか。私は分からねえ

すよ。私はもう一度やはりこの問題は、やはり再考していただいて、新たなやっぱり

提案を議会に出してほしいなと思います。そのあたりをもう一度ひとつお聞かせ願い

たいと思います。

それと、市長とその何ですか、事業者との関わりということで私聞いたんですけれ

ども、私はあんまりこういうのは余り好きでないんですけども、いずれこの潟上市の

医療法人正和会の理事長さんと市長が近い、高校も同期だという話も町中では出て

るんだすな。で、そういう話から、今回そういうことでいいのかというまちの人方の

話だわけだ。ああ、そういうことあるのかと、私は初めて聞きましたけれども、そう

いうことで仮に今回こういう、で、正和会を選んだとなれば、それはおかしいと。や
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はりもっと公平な立場で臨んでもらえないかというのが市民の声だわけです。私は市

民の声を代弁したのであって、私どこ市長が、どうのこうのって言う立場ではないと

思うんですよ。

○市長（菅原広二君） ちゃんと調べてみて。

○８番（佐藤巳次郎君） そこら辺をひとつお聞かせください。

○副議長（小松穂積君） 暫時休憩いたします。

午後 １時５１分 休 憩

午後 １時５３分 再 開

○副議長（小松穂積君） 議事を再開いたします。

答弁の補足。市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 先ほども話しましたけども、地元業者のことについては責任を

持って育成するというか、育成するっていうのは雇用の場を提供していくと。私は何

回もそういう経験したことがあります。下請に入ると頭はねられて困るんじゃないか

と。そうじゃないんです。やっぱりマネジメントのノウハウは分かってるから、そこ

のことを、今までと違ったコスト縮減していくと、工期を削減していくと、それから

スケールメリットを利用していくとか、いろんな効率化を図っていけると思います。

そうなので、さっきも部長が言ったように、そのノウハウを身につけたらまた戻して

もらえばいいんです。

それと、私は建設業界の出身者ですから、過度なやっぱりその育成っていうのは

やっぱりおかしいと思います。いつも私が言ってるように、県の幹部でさえ言ってま

す。今、強い農協は、農家の人が農協を相手にしない。自立していってると。弱い農

協は、農協の組合員が、農家の人が農協に頼りきってると、そういう状況があるん

だっていう話をしてます。それと同じだと思ってます。何とか自立してね、やって、

創意工夫して切磋琢磨してやっていくと、そのスタンスが大事なんじゃないかなと

思ってます。

それと、あらぬ疑いをかけられては困りますから、正和会の理事長と私とは関係な

いです。学校も違うし。ただ、その人の弟さんが私の二つ下で、同じラグビー部だっ
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たす。今、医師会の会長やってます、県の。それだけの付き合いです。だから理事長

と会ったのは、いつだったかな、８月か９月頃だったすか。「トレイクかたがみ」に

行って、そのとき説明受けたのが理事長とお会いした最初です。

私は非常にこう不調法だと思ってるのは、さっきから言ってるように、正和会がや

りたくてやってるんじゃないと思います。何とか男鹿の人のために健康づくりを進め

ていきたいと、そういう思いでやってくれてるんであって、金もうけとかそういうス

タンスではないです。そこあたりのことね話聞いていくと、私、本当に恥ずかしいん

です。何とかそこあたりのことも御理解願いたいと思います。

まあ明日でもまた次のことの話があるでしょうけども、何とかそこあたりのことも

含んで議論してもらいたい。

以上です。

○副議長（小松穂積君） いいすか。あと答弁出てるということと、今市長が話したこ

と。３回目ということですので、これで終了させていただきますので。

８番佐藤巳次郎君の質疑を終結いたします。

○８番（佐藤巳次郎君） ん、何。もう一回できるんだすべ。

（「３回、３回、３回目」と言う者あり）

○８番（佐藤巳次郎君） えっ。

○副議長（小松穂積君） 今、あのね、ちょっと休憩も挟んでいきましたけれども、３

回の質疑を受けました。それで答弁を出していただいておりますので、これで終結さ

せていただきたいと思います。

○８番（佐藤巳次郎君） ん、２回でねえやつ。

○副議長（小松穂積君） うん、３回。

○８番（佐藤巳次郎君） 答弁は２回だと思ってたけど。

○副議長（小松穂積君） うん、あのですね、３回でも５回でも議長が許せばいいわけ

ですから、じゃあ、もう一度簡潔にどうぞ。

○８番（佐藤巳次郎君） うん、簡潔に。

この問題は、私は一点なんですよ。何で市外業者なのか。ぜひ市内にしてほしいと

いうことですよ。それだけですので、それを再考してほしいということを市長に言っ

てるわけです。
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以上です。

○副議長（小松穂積君） 分かるすな、当局な。再考してほしいと。再考するか、しね

えかってことについての答弁してください。船木副市長

【副市長 船木道晴君 登壇】

○副市長（船木道晴君） 今回提案しているこの指定管理者につきましては、私どもと

いたしましては現時点で再考する考えはなく、このまま議会の方の御判断を願いたい

というふうに思っております。

○副議長（小松穂積君） ８番佐藤巳次郎君の質疑を終結いたします。

○８番（佐藤巳次郎君） はい、どうも。

○副議長（小松穂積君） 以上で通告による質疑は終了いたしました。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○副議長（小松穂積君） 質疑なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

次に、議案第１２１号から第１４９号までについては、御配付いたしております議

案付託一覧表のとおり、それぞれの所管の常任委員会に付託いたします。

日程第３ 予算特別委員会の付託

○副議長（小松穂積君） 日程第３、予算特別委員会への付託を議題といたします。

お諮りいたします。議案第１５０号から第１６０号までについては、予算特別委員

会へ付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○副議長（小松穂積君） 御異議なしと認めます。よって、議案第１５０号から第１６

０号までについては、予算特別委員会へ付託することに決しました。

日程第４ 議案第１６１号の上程

○副議長（小松穂積君） 日程第４、議案第１６１号令和２年度男鹿市一般会計補正予

算（第１０号）についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】
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○市長（菅原広二君） ただいま議題となりました議案第１６１号令和２年度男鹿市一

般会計補正予算（第１０号）について、提案理由の御説明を申し上げます。

本補正予算は、なまはげ柴灯まつり誘客多角化等実証事業業務委託料を措置したも

ので、歳入歳出それぞれ１，５４０万円を追加し、補正後の予算総額を１９４億２，

２００万円とするものであります。

以上、提案理由について御説明を申しげましたが、よろしく御審議の上、御可決賜

りますようお願い申し上げます。

○副議長（小松穂積君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

１０番佐藤誠君の発言を許します。佐藤議員、予算なので予算特別委員会もあるの

で。

○１０番（佐藤誠君） 予算、これ担当になるかどうかもよく分からないんだけども。

○副議長（小松穂積君） じゃあどうぞどうぞ。まず聞いてもいい。

○１０番（佐藤誠君） 内容について詳しくちょっと知りたいなと思っただけなので、

ちょっとそれを教えていただければと思います。

○副議長（小松穂積君） 予算特別委員会でやるども。まあいい。はい、どうぞ。

○１０番（佐藤誠君） 今、今日ここにあがって補正予算なので、ちょっと関心持っ

たんですけども、まあその多角化っていうあたりっていうのがちょっとこう、実証実

験というあたりがちょっとなかなか珍しい言葉だったもんですから、その辺ちょっと

詳しくは後でまた伺いますけど、教えていただければと思います。

○副議長（小松穂積君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） お答えいたします。

この事業については観光庁の事業でございまして、コロナ禍の影響による旅行スタ

イルの変化に対応するために、新たな誘客のための仕組みづくりということで取り組

むものでございます。

それで、これについてはですね、まずこのほど認められましてですね、まあ当初の

まず１２月補正にちょっと間に合わなかったということで今回提案をさせていただく

ものでございます。

なお、先ほど市長がですね、歳入歳出それぞれ１，５４０万円を追加し、補正後の



- 271 -

予算総額っていうことで御説明しましたが、１９４億２，２００万円でございます。

訂正させていただきます。

以上であります。

○副議長（小松穂積君） １０番佐藤誠君

○１０番（佐藤誠君） まず分かりました。また後で詳しく聞きます。ありがとうござ

います。

○副議長（小松穂積君） １０番佐藤誠君の質疑を終結いたします。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○副議長（小松穂積君） 質疑なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

日程第５ 予算特別委員会の付託

○副議長（小松穂積君） 日程第５、予算特別委員会への付託を議題といたします。

お諮りいたします。議案第１６１号令和２年度男鹿市一般会計補正予算（第１０

号）については、予算特別委員会へ付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○副議長（小松穂積君） 御異議なしと認めます。よって、議案第１６１号令和２年度

男鹿市一般会計補正予算（第１０号）については、予算特別委員会へ付託することに

決しました。

○副議長（小松穂積君） 以上で、本日の議事は終了いたしました。

休会の件

○副議長（小松穂積君） お諮りいたします。明日８日から１５日までは議事の都合に

より休会いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○副議長（小松穂積君） 御異議なしと認めます。よって、明日８日から１５日までは

議事の都合により休会とし、１２月１６日、午後２時より本会議を再開し、各委員長

の報告を求めることにいたします。
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本日は、これにて散会いたします。

御苦労さまでした。

午後 ２時０６分 散 会
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議 案 付 託 一 覧 表

総 務 委 員 会

議案第１２１号 男鹿市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて

議案第１２２号 男鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第１２３号 男鹿市消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例につい

て

議案第１２６号 男鹿市総合計画について

議案第１２７号 若美南部地区運動広場の指定管理者の指定について

議案第１２８号 福川地区運動広場の指定管理者の指定について

議案第１２９号 若美中山間地域活性化施設の指定管理者の指定について

議案第１４９号 秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更について

教育厚生委員会

議案第１３０号 男鹿市北部デイサービスセンターの指定管理者の指定について

議案第１３１号 男鹿市北部在宅介護支援センターの指定管理者の指定について

議案第１３２号 男鹿市斎場の指定管理者の指定について

産業建設委員会

議案第１２４号 男鹿市商工業振興促進条例の一部を改正する条例について

議案第１２５号 男鹿市男鹿駅周辺広場条例の制定について

議案第１３３号 温浴ランドおがの指定管理者の指定について

議案第１３４号 夕陽温泉ＷＡＯ及び若美かんぼの里コテージ村の指定管理者の指

定について

議案第１３５号 インフォメーションセンターわかみの指定管理者の指定について

議案第１３６号 なまはげ館の指定管理者の指定について
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議案第１３７号 サンワーク男鹿及び男鹿市トレーニングセンターの指定管理者の

指定について

議案第１３８号 男鹿市シルバーワークプラザの指定管理者の指定について

議案第１３９号 男鹿市体育施設等の指定管理者の指定について

議案第１４０号 男鹿市農村婦人の家の指定管理者の指定について

議案第１４１号 男鹿市農林水産物直売所の指定管理者の指定について

議案第１４２号 福米沢地区農村公園の指定管理者の指定について

議案第１４３号 野石地区農村公園の指定管理者の指定について

議案第１４４号 福野地区農村公園の指定管理者の指定について

議案第１４５号 申川地区農村公園の指定管理者の指定について

議案第１４６号 八ツ面地区農村公園の指定管理者の指定について

議案第１４７号 平岱山牧野の指定管理者の指定について

議案第１４８号 館沼牧野及び館沼第２牧野の指定管理者の指定について

予算特別委員会

議案第１５０号 令和２年度男鹿市一般会計補正予算（第９号）について

議案第１５１号 令和２年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて

議案第１５２号 令和２年度男鹿市診療所特別会計補正予算（第１号）について

議案第１５３号 令和２年度男鹿市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

議案第１５４号 令和２年度男鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて

議案第１５５号 令和２年度男鹿みなと市民病院事業会計補正予算（第２号）につ

いて

議案第１５６号 令和２年度男鹿市上水道事業会計補正予算（第２号）について

議案第１５７号 令和２年度男鹿市ガス事業会計補正予算（第１号）について

議案第１５８号 令和２年度男鹿市下水道事業会計補正予算（第２号）について

議案第１５９号 令和２年度男鹿市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）につ

いて
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議案第１６０号 令和２年度男鹿市漁業集落排水事業会計補正予算（第１号）につ

いて

議案第１６１号 令和２年度男鹿市一般会計補正予算（第１０号）について
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